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重要情報

本機 をご使用 になる前に取扱説明書を注意深 く

お読みいただき、換作方法や メンテナ ンスについ

て理解 して下 さい。

本書 に記載 されてい ないサー ビスに関す るお問

い合わせ は、部品 とサー ビスを提供できる正規販

売代理店 にお尋ね下さい。
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はじめ に

はじめに

お礼
ハス クバ ーナ製 ライ ダー をご購入 し七頂 き、あ りが と うござい ます。ハス クバーナ製 ライ ダー は、フロ

ントに装着 され たカ ッテ ィングユ ニ ッ ト、特許 を取得 してい る後輪 ステ ア リングシステムを持ち、独創

的に設計 され てい ます。ライ ダー は小 さく制限 された 区域で も最大 の効 率 を得 られ るよ うに考慮 され て

います。集 中 された コン トロール と油圧 トラ ンス ミッシ ョンの操作ペ ダル もまた、この機械 の特徴 です。

この取扱説 明書 をぜひ活用 して頂 き、本 書 （操 作、サ ー ビス、 メンテナ ンス等） に従 うことに よ り、機

械の寿命 を延 ば し中古機 としての価値 も伸 ばす ことになるはず です。

ライ ダー を売却 され る時 は、新 しいオーナ ーに取扱説 明書 を渡 して下 さい。取扱説 明書 の最 終章は、整

備記録 が含 まれてい ます。すべて の整備や修理 が記録 されてい るこ とを確認 して下 さい。 しっか りと記

載され たサー ビス記録 は、季 節毎 のメンテナ ンス を減 らし、 中古機 としての価値 を高めます 。ライダー

を正規販売代理店に持ち込む際には、取扱説明書も一緒にお持 ち下さい。

公道での運転 と運搬
公道を運転あるいは運搬す る時は、運転前に道路交通法を確認 して下さい。機械を他の乗 り物で運搬す

る時は、常 に認証 され た装置 を用 い、機 械が しっか りと固定 されてい るこ とを確認 して下 さい。

牽引
油圧 トランス ミッシ ョン搭載機 の場合、 トランス ミッシ ョンを傷 めないた めに、必 要であれ ば低速で牽

引す る こ とが 出来 ます 。

ご使用

この機械 は、石、切 り株 な どの障害物 のない平 らな通 常の芝 を刈 るためのみを 目的 と して設計 され てい

ます。 メー カー か らの特殊 なア クセサ リー を装着 していた と しても同様 です。

他の 目的 で使用す ることは間違い です。本書 に記載 され る、運転、 メンテナ ンス、修理 に関 して の事項

は正確 に守 って下 さい。

本機 の特長や安全 規則 を理解 した人 のみが、機械 の操作、 メンテナ ンス、修 理 を して くだ さい。

事故予防規則、その他一般的な安全規則、職業安全規定、道路交通法を遵守 してくだ さい。

不当改造 され た機 械 による人体 の怪我や機械 の損傷な どに関 しては、一切 の責任 を負 いかね ます。
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′ は じめに
良質なサー ビス

ハスクバーナ製 品は、世界 中でサー ビス体 制の整 ってい る販売店 を通 してのみ販売 されて います。 これ

によ り、お客様 へ の最高 のサポー トやサー ビス を確実 に しています。例 えば、お客様へ の納入前 に、販

売店に よ り機械 の検 品や調整 が行 われ ます。 この取扱説 明書のサー ビス ジャーナル にある証 明書 を ご参

照下 さい。スペアパー ツが必 要な時や、サー ビス問題 、保証期 間に関す るご不明な点 は、販売店 にお尋

ね下 さい。

本取扱説明書は下記の

機械製造番号用 ：

エンジン トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン

製造番号
製造番号 プ レー トは、フ ロン ト、 シー ト下の左側 に貼 ってあ ります。製造番号 プ レー トの上か ら次の内

容が記載 され てい ます。

・ 機械 タイプ名称

・ 製造工場番号

・ 機械製造番号

スペ アパ ー ツご注文 の際、機械 タイプ名 称 と機械製造番号 が必要 にな ります。

エンジ ン製造番 号 は、セルモー ター前 のク ランクケース左側 に、バー コー ドステ ッカー と して貼 って あ

ります。 エ ンジン製造番 号は次 の内容 が記載 され ています。

・ エンジン製造番号 （E ／N O ）

・ コ ー ド

部品 ご注文の際は 、 これ らが必要にな ります。

トラ ンス ミ ッシ ョ ンの製 造 番 号 は 、車 軸 左 側 ハ ウジ ング前 にバ ー コー ドス テ ッカ ー と して 貼 っ て あ りま

す。

・ タイプ名称 はバ ー コー ド上部 に、 “K ” か ら始ま る文字で記載 されてい ます。

・ 製造番号 はバ ー コー ド上部 に、 “S ／N ” か ら始ま る文字で記載 され ています。

・ 製造工場 タイ プ番 号はバー コー ド下部 に、 “P ／N ”か ら始 まる文字 で記載 されて います。

部品 ご注文 の際 は、 これ らが必要 にな ります。
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シンボルマー クの意味

シンボル とシール

これ らのシ ンボルマー クは機械 の上 と取扱説 明書 の中にあ ります。

意味を十分理解 し、安全作業を行って下さい。

取扱説明書 を読んで下さい。

怨
鞄

ヰ
I l

後退 中立 速い

態 態ぎ

遅い エ ンジン

停止
バッテ リー チ ョー ク 燃 料

オイル圧力

保護 メガネ と

耳栓着用

奴宅鑑

Ⅷ
昏

轟

騒音規制

秦野

立入禁止

刈高

油圧駆動 油圧駆動
ロ ック 解 除

危険 ！

ブレー ド回転 中

駐車
ブレー キ

警告 ！

機械転倒の危険

ブレー キ

良
嘗

層
叩覇
‖r寿

蛋T ー

後進

：：：輔：雌 〉

二人乗 り禁止

始動方法

取扱説 明書を読む こと。

エンジンオイルの レベル点検

H S T オイルのレベル点検

カッテ ィン グユ ニ ッ トの 上昇

ニュ ー トラ ル

駐車ブ レーキ

冷機の場合チ ョー ク使用

スタ ー ト

駐車ブ レーキ解放
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前進 イグ ニ ッ シ ョ ン

警告 ！

斜面の横断禁止 C E 承認マー ク

ブレー ド回転 中

危険 ！
カッ テ ィ ン グ ユ ニ ッ ト

なしの場合、低速運転の

こと。

前進ス ピー ド制限ペダル

ニュー トラル （中立）

後進ス ピー ド制限ペダル

修理やメンテナ ンスの前 に

エンジ ン を停 止 し、

イグ ニ ッ シ ョ ン

ケー ブル を取 り外す こ と。

滋戎禦彗；追加・㌻
環 二凝 転戦‰



′シンボルマークの意味

盈警告，

XXXXXXX XXXX XXXXXXXX XXX X。
XXXXX XXXXXX XX。
XX XXXXXXXX XXXXX XXX XX。

このシンボルマー クは、取扱説明書の手順 に従わない と人身傷害の可能性があることを示 しています。

重要情報
ⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩ ⅩⅩⅩⅩ ⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩ ⅩⅩⅩ

ⅩⅩⅩⅩ ⅩⅩⅩⅩⅩⅩ ⅩⅩ。

このシンボルマー クは、取扱説 明書の手順に従わない と機械を損傷す る可能性があることを示 してい

ます。誤 った使用や間違った組 み立てによっても同様の可能性 があ ります。

シールには高圧の水をかけないで下さい。損傷 したシール は機械使用前に交換 して下 さい。
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安全な取 り扱い

安全な取 り扱い

安全のた めの説 明です。注意深 く読 んで下 さい。

塵 警告！

この シンボルマー クは、安全のた めに特

に重要で あるこ とを示 してい ます。

身の安全 と信頼性のある機械の操作のた

めに説 明 され ています。

一般注意事項
・ 始動前 に取扱説 明書 をよ く読 み、説 明に

従 う こ と 。

・ 操作 と停止 方法 を会得す るこ と。 また、

安全 ステ ッカー の意 味 を理解 す る こと。

・ 取 り扱 い方法 を会得 した大人のみが操

作 す る こ と。

・ エンジン始動時、運転時は機械の周囲に

人がい ない こ とを確認 す ること。

・ 動物や人が機械から安全な距離を保っ

て い る こ とを確 認 す る こ と。

・ 作業現場 に人が近づいて きた ら、機械 を

停 止 す る こ と。

・ 作業現場 にあ る石、木片 、お もちや、ワ

イ ヤー等 はブ レー ドによって飛散す る

の で 予 め 取 除 く こ と。

・ 草 の排 出方向を人 に向けない こと。

・ 草 の排 出 口の清 掃が終わ るまでは、エ ン

ジ ンを停 止 し始動 しないよ うにす るこ

と 。

・ 作業者は危険や事故に対 して責任があ

る こ と を忘 れ な い こ と。

・ 人 を運ばない こ と （二 人乗 り禁 止）。

・ 後 ろや下 を見て 、後進 す るこ と。大小両

方の障害物 を見続 け ること。

・ ハ ン ドル を切 る前 に走行 速度 を下 げる

こ と 。

・ カ ッテ ィングを しない場合は、ブ レー ド

を停 止 す る こ と。

血

戯郷
運転前に取扱説明書を読むこと

脚カッテ ィン グの前 に石 や木 片等 を取 り除 くこ と



安全な取 り扱い

血 管告！

エンジンの排気ガス成分は、癌、出生異常、

その他 生殖機能 障害 な どを引き起 こす恐

れがあ ります。エンジンは無色有害な一酸

化炭素を排出 します。機械 を密閉された場

所で使 用 しな い こ と。

日中あ るい は十 分 に照 明 され た状態 で の

み本機 を使用す ること。地面の穴やその他

凹凸な どか ら、安全な距離を保つこと。そ

の他 可能 性 の あ る危 険 に注 意 を払 うこ と。

疲れてい るとき、アル コール飲料を飲んだ

後、視力や判断力の低下に影響 を与える薬

を服用 している場合は、本機 を使用 しない

こ と 。

公道の近 くで作業をす るときや、公道 を横

切る と きは十 分 に交 通 に注 意 を払 うこ と。

エンジ ンをかけたまま本機か ら離れ ない

こ と。常 に ブ レー ドを停 止 し、駐 車ブ レー

キを作動 し、エ ンジ ンを停止 し鍵 を取 り外

すこ と。

子供 や トレーニ ング を受 けて い ない人 に

は決 して使 用 ま た は修 理 を させ な い こ と。

条例 に よ り使用 者 の年齢 制 限 を して い る

場合 もあ ります 。

血 管告！

機械 を使 用す る ときは必 ず認証 され た保

護用具 を着用す ること。事故が発生 した場

合、個人用保護用具はケガの危険性 を取 り

除く こ とは 出来 ませ ん が 、ケ ガの度 合 い を

低減 します。正 しい装具 の選択に際 しては

販売店にお尋ね下 さい。

聴力障害の危険性 を低減す るため、イヤマ

フを着 用す るこ と。

組立時や運転時は、認証 された保護メガネ

やパ イ ザー を常 に着用 す るこ と。

可動 部 品 に挟 まれ な い よ うに、ゆっ た りと

した衣 服 は 着用 しな い こ と。

裸足で本機 を使用 しない こと。つま先に金

属が入っている安全靴 などを常に着用す

る こ と。

本機 を使用する際には、救急用具 を手元 に

常備 す るこ と。
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朝醐
作業範囲内 に子供 の立 ち入 り禁止

葛醇恵苛顔蝉

安全装具



安全な取 り扱い

斜面での運転作業
斜面での運転作業は、操作不能になった り、機

械が転倒 して重大な人身事故が発生する危険

性が あ ります。十分 注意 して下 さい。後進 でき

なか った り、不安 を感 じた ら、作業 を中止 して

下さい 。

重要情報
ユニ ッ トを 上 げ た ま ま傾 斜 面 を 下 り運 転

しな い こ と。

次の事項 を守 ること

・ 石や木片等 の障害物 は取 り除 くこと。

・ 上 り下 りで カ ッテ ィ ン グ をす る こ とよ横

切って作業 を しない こと。

・ 傾斜角が 1 5 0 以上の斜面では、機械 を

使 用 しな い こ と。

・ 斜 面では始動や停止 を しない こと。タイ

ヤ が ス リップ し始 め た ら、ブ レー ドを停

止 して 斜 面 を ゆ っ く り と降 りる こ と。

・ 斜 面では、滑 らか にゆっ くりと運転 す る

こ と 。

・ 急 に速度や方向 を変 更 しない こと。

・ 斜面での旋回は しない こと。ハ ン ドル を

切 る場合 はゆっ くりと静 かに、出来 れ ば

下側 に向か って切 る こと。

・ 溝や穴 あるい は小 山は注意 して避 ける

こ と。 凹凸 の地 面 は機械 が転倒 し易 く、

背丈の高い草は障害物を隠 します。低速

ギヤでエ ンジンブ レーキを使 用す るこ

と 。

・ 低速で運転す る こと。急旋 回 しない こ と。

・ 集草 コ レクターや他 の装置 を取付 ける

場合、特 に機械 の安定性 に注意す るこ と。

・ 端や構 あるいは土手の近 くでカ ッテ ィ

ン グ を しな い こ と。車輪 が 穴 に 落 ち た り、

土手 に乗 り上 げた りす ると、機械 が突然

転倒 して しまいます。

・ 濡れ た草 はカ ッテ ィ ングを しない こと。

滑 りや す くタイ ヤ が グ リ ップ を失 い 、機

械 が滑 ります。

・ 片足 を地面 に置 いてバ ランスを とらな

い こ と。

・ シャー シを清掃 す るときは、端や溝近 く

で行 わない こと。

・ 必要 に応 じて、安 定性 を増 すた めカ ウン

ター ウエ イ トや ホ イ ー ル ウエ イ トを 取

付 け る こ と。
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重要情報
斜面での作業時は、よ り安全な操縦性や安

定性 の た め に後 輪 に ウエ イ トを取 り付 け

る こ と も あ りま す 。

不明な点 は正規販 売代理 店に問い合わせ

下さい。

勧樹
上り下 りで カ ッテ ィン グす る こ と。横 切 っ て作 業

をしな い こ と。

斜面での運転は特に注意が必要です。
搬棚 紳



安全な取 り扱い

ドライバーが近 くの子供 に注意 を払わ

ない と、悲惨 な事故が起 ります。子供 は、

機械や 芝刈作業 に興 味を持 っ ことが あ

ります 。子供 は最 後 に見た所 にい ると推

測しな い こ と。

子供は芝刈現場か ら遠 ざけて、他の大人

の監 視 下 に置 く こ と。

子供が作業現場に近づいて来たら、機械

を停 止 す る こ と。

後進走行する場合、小さい子供のために、

後ろ や 下 を よ く見 て行 うこ と。

子供 を機 械 に乗せ ない こと。機械 か ら落

ちて、重大な人身事故 になった り機 械操

作の妨 げにな ります。

子供 に機械 を運転 させ ない こと。

コーナー、ブ ッシ ュ、木 あ るいは他 の障

害物の近 くは視界 が悪 くな るので 、特 に

注意 す る こ と。

子供

革輔康夢

子供の運転禁止

メンテナ ンス

・ エ ンジンを停止す ること。スパー クプラ

グか らイ グニ ッシ ョンケーブル を抜 い

た り、調整や メンテナ ンス前 にイ グニ ッ

シ ョン キー を抜 く こ と に よ り、不 慮 の エ

ンジン始動 を防 ぐこと。

・ 屋 内で給油 しない こと。

・ ガ ソリン とその蒸 気は有毒で 、非常 に高

い可燃性 があ ります。取 り扱 い には十 分

注意す る こと。怪我や火傷 を引 き起 こす

場合 があ ります 。

・ 規格 品の容器 に保 管す るこ と。

・ エ ンジン運転 中は燃 料 タンクキャ ップ

を外 した り、給 油 を しな い こ と。

・ エ ンジンが冷 えて か ら給油 をす る こ と。

禁煙 の こと。裸火や火 花の近 くで給 油 を

しな い こ と。

・ オイル 、オイル フ ィル ター、燃 料、バ ッ

テ リー は環 境 に配 慮 して 取 り扱 うこ と。

リサイクル 規則 を遵守す る こと。

・ 感電 に注意 す るこ と。エ ンジン始動 中は

ケー ブルに触れ ない こ と。指でイ グニ ッ

シ ョン シ ス テ ム のテ ス トを しな い こ と。

捗欄
屋内で給油禁止

1 0



安全な取 り扱い

血 管告！

運転中、エ ンジンと排気及び油圧 系統部 品

は非 常 に高温 に な ります 。触 れ る と火傷 の

危険 が あ ります。

燃料系統で漏れが発生 した場合、問題が解
決され るま でエ ンジ ン を始 動 しな い こ と。

機械 と燃料は、燃料あるいは蒸気の漏れ に

より爆発 などの危険がない場所 に保管す

る こ と 。

機械 を使用する前は、常 に燃料の レベルを

チェ ッ クす るこ と。エ ン ジ ンや 太 陽の熱 に

よって燃 料 が膨 張す るの で、タ ンク を満 タ

ン に しな い こ と。

燃料 を入れ過ぎないこと。燃料 を機械にこ

ぼして しまった場合 、燃料を拭 き取 り完全

に乾燥 して か らエ ンジ ンを始 動 す るこ と。

服などに燃 料をこぼ して しまった場合、服

を着 替 える こ と。

エンジンルームの作業を行 う前 には、常に

エン ジ ンを冷や す こ と。

血 管告！

バッテ リー は鉛 と鉛 化 合 物 と薬 品 を含 ん

でお り、それ らは癌、出生異常、その他生

殖機 能 障 害 な どを 引 き起 こす 恐 れ が あ り

ます。バ ッテ リー に触れ た 後 は手 を洗 うこ

と 。

バッテ リー液の取 り扱いには十分注意す

るこ と。バ ッテ リー 液 が皮膚 に触れ る と火

傷を します 。皮膚 にバ ッテ リー液 を こぼ し

てしまった場合、直 ちに水で洗い流す こと。

バッテ リー 液が 目に入 る と失 明 の恐れ が

ありま すの で、 直 ち に病 院 へ行 くこ と。

バッテ リー の メ ンテナ ンス には注 意す る

こ と。バ ッテ リー の 中で爆発 性 ガ スが発 生

します。バ ッテ リー 取 り扱 い 中は禁 煙 と し、

裸火や火花がある場所では取 り扱いは し

ない こと。最悪の場合、バ ッテ リーは爆発

し、重 大 な怪 我 をす る恐れ が あ ります。

すべ て の ナ ッ トと ス ク リ ュ ー が 正 し く締

結され、装置が良い状態 であることを確認

する こ と。

1 1

安全装置 は改造 しないこ と。定期的に正 し

く動 作す るか、点検 す るこ と。保 護 プ レー

ト、保 護 カバ ー 、安 全 スイ ッチ あ るい はそ

の他保 護 装置 が 取 り外 され てい た り不 良

の場合は、機械を運転 しないこと。

ガバ ナー 設 定の 変更 を しない こ と。そ して

エン ジ ン過 回転 を避 ける こ と。エ ンジ ン過

回転は、エンジン構成部品の損傷につ なが

りま す 。

顛就醸轍

バッテ リーや燃 料 の近 くで は禁煙



安全な取 り扱い

室内や換気が不十分な場所で、機械 を使用

しないこと。排気ガスは無色無臭の有毒ガ

スの一酸化炭素を含んでいます。

何か を 引い て しま った り衝突 して しま っ

た場合は、運転 を停止 して点検す ること。

必要であれば始動す る前 に修理す ること。

エンジ ン回転 中は調整 を しない こ と。

機械 は安 全 のた め にテ ス トされ るこ とが

あります。メー カー が供 給 あ るい は推奨 し

た装置 のみが承認 されています。

ブレー ドの刃は鋭いので隆我 をする恐れ

があ ります。ブ レー ド取 り扱 い 時 は、ブ レ

ードを覆 うか保護 手 袋 を着用 す る こ と。

定期的に駐車ブ レーキを点検す ること。必

要に応 じて調 整 とメ ンテナ ンス を行 うこ

と 。

より高 品質 な芝 刈 りが要 求 され る場 合 、地

形を十分に理解 してか らマルチ ングユニ

ッ トを 使 用 す る こ と。

機械に付着 した芝、落ち葉、その他瓦磯 な

どを取 り除 き、火 災 を予 防す る こ と。保 管

する前 に機 械 を冷却 す る こ と。

運搬

重要情報
輸送 中、機械を固定す る際に駐車ブレーキ

は十分ではあ りません。輸送用機 関に しっ

かり と固 定 す る こ と。

本機 は重たいので挟まれ ないよ うに注意

する こ と。本機 を車 の荷 台や トレー ラー に

載せ下ろす際には、十分注意す ること。

本機運搬時は、認可 された トレーラー を使

用す ること。駐車ブ レー キを作動 し、運搬

時は ス トラ ップ 、チ ェー ン、ロー プ な どの

固定 具 で しっか り と本機 を 固定 す るこ と。

いかな る道路を運搬 あるいは運転する前

に、地域の交通規則 を確認す ること。

1 2

屋内での運転禁止

醐定期 的に清掃す る こと



プレゼ ンテー シ ョン

プレゼ ンテー シ ョン

最高 品質 を誇 る製 品 をお買 い求 め頂 きあ りが

とうございます。この取扱説 明書 では、ライダ

ープ ロ フ レ ック ス 1 8 、ライ ダー プ ロ フ レ ッ ク

ス2 1 について説 明 して います。

ライ ダー プ ロ フ レ ッ クス 1 8 は 、1 8 馬 力 の カ

ワサキ∨型 2 気筒 4 ス トロー クエ ンジンが搭載

され ています。

ライ ダ ー プ ロ フ レ ック ス 2 1 は 、2 1 馬 力 の カ

ワサキ∨型 2 気筒 4 ス トロー クエ ンジンが搭載

されています。

ライ ダ ー プ ロ フ レ ック ス 2 1 は 、ギ ア ボ ッ ク ス

とデ ィ フ ァ レン シ ャル ロ ッ クか らのパ ワー ス

テア リン グ と油 圧 リフ トを 装備 して い ます 。

どち らのモ デ ル も 、エ ン ジ ンか らの トラ ン ス ミ

ッシ ョン は、油 圧 式 ギ ア ボ ック ス とな って お り、

フッ トペ ダル によって無 段階 に速度 を制御 で

きます。前進用 と後進用 のペ ダルがそれ ぞれ あ

ります 。ライ ダー プ ロフ レ ッ クス 1 8 、プ ロフ

レ ック ス 2 1 共 に 、ヘ ッ ドライ トが 装 備 され て

います。

1 3

独裁闘

プロ フ レ ック ス 1 8

聯磯野
プロ フ レ ッ ク ス 2 1



プレゼ ンテー シ ョン

コン トロール 配 置

鰍濫造

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

電源 コ ンセ ン ト

イグニ ッシ ョンキー （ス ター ター ス イ ッチ）

電源 コ ンセ ン ト用 ス イ ッチ

チョー ク レバ ー

ライ トス イ ッ チ

スロ ッ トル レバー （エ ンジ ン回転 制御 ）

カウ ン ター （ア ワー メ ー タ ー ）

油圧 式 リ フ トレバ ー （プ ロ フ レ ッ ク ス 2 1 ）

刈高調整 レバー

カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レバー

（ロ ックボ タ ン付 ）

1・
2
3
4
5

6
7
8
9

1
1
1
1
1

1
1
1
1

後進 ペダル

前進ペダル

ブレーキペダル

駐車 ブ レー キ用 ロ ックボ タ ン

ディ ファ レン シャル ロ ックペ ダル

（プ ロ フ レ ッ ク ス 2 1 ）

シー ト調整 レバ ー

燃料キャ ップ

フー ド ロ ッ ク

油圧駆動 ロック解除 レバー

1 4



プレゼ ンテー シ ョン

スロ ッ トル レバ ー

スロ ッ トル レバ ー は エ ンジ ン速度 を制 御 し、そ れ

によって 、ブ レー ドの回 転 ス ピー ドも制 御 します。

エンジン速度の増減は、レバー を前方にあるい は

後方 に動か します。

スパ ー クプ ラグ にカー ボ ンが堆 積 す るため 、長 時

間の アイ ドリングは避 けます。

チョー ク レバ ー

チョーク レバーは、冷機始動の場合に使用 され、

エンジンの燃料混合気を濃 くします。

冷機始動の場合、レバーを後方に端 の位置まで動

かします。

走行ペダル
本機の速度は 2 個のペダルで無段階に制御 され

ます。ペダル（1 ）は前進走行用で、ペダル（2 ）

は後進走行用 です。

血 管告！

低木や茂みで芝刈 りをする際には、枝がペ

ダル に干 渉 しない こ とを確 認す る こ と。

1 5

脚随



プレゼ ンテー シ ョン

カッテ ィン グユ ニ ッ ト

ライ ダー プ ロフ レ ックス は 1 1 2 c m 刈 幅 の コ

ン ビ 1 1 2 デ ッキ と、1 2 2 c m 刈 幅 の コ ン ビ 1

2 2 デ ッキを装 着 す る こ とが で きま す。

バイオ ク リッププ ラグ を装 着 してバ イ オ ク リ ッ

プユ ニ ッ トと して機 能 す る一方 、バ イ オ ク リップ

プラ グを取 り外 す こ とに よ り後方 排 出 と して も

使用できます。

バイ オ ク リップユ ニ ッ トは芝 を何 度 も切 断 して

細か く し、肥 料 と して戻 します 。

後方 排 出 は芝 を細 か く切断 す るこ とな く、排 出 し

ます。

アク セ サ リー

アクセサ リー に関 しては別 冊 の説 明書 （カ タ ロ

グ）に記載 され て い ます。ア クセサ リー必 要 時 に

は、正規販売代理店までお問い合わせ くだ さい。

ライ ダー プ ロフ レ ックス用 の ア クセ サ リー（日本

で取 り扱 ってい な い もの も含 まれ ます ） ：

・ ブ ラ シ

・ ス ノー ブ レー ド

・ ホ イ ー ル ウエ イ ト

・ 雪 用チ ェー ン

・ ホー形鉄 （レーキ）

・ エ ッ ジ トリマ ー （エ ッ ジ ャー ）

・ グラベルハ ロー （砂利道整備用 レーキ）

・ ト レ ー ラ ー

・ ス プ レ ッダー

ライ トと電 源 コ ンセ ン ト★

ライ トは、 コン トロー ルパ ネル のス イ ッチ （ 1 ）

によ り入 り切 り され ま す 。

シー トヒー ター あ るい は携 帯電 話 充電 器 と して 、

電源 コンセ ン ト（ 2 ） を使 用 します。

電源 コンセ ン トは 、コ ン トロール パ ネル の ス イ ッ

チ（ 3 ）に よ り入 り切 りされ ま す。電源 電圧 は 1

2 V です。

★電源 コ ンセ ン トで使用 で きない機 器 もあ りま

す。

1 6



プレゼ ンテーシ ョン

刈高調整 レバー
この レバー に よ り、芝 の 刈高 を7段 階 に調 整 す る

ことが で きます 。

均一 な刈高 を得 るた め に、左 右 フ ロン トタイヤ 空

気圧 を 6 0 k P a にす る こ とが重要です。

油圧 式 リフ トレバー

（プ ロフ レックス 2 1 ）

リフ トレバ ー は 油 圧 に よ り、カ ッテ ィ ン グ ユ ニ ッ

トを昇 降す るこ とに使 用 します 。

デッキ移動用位置では、ブ レー ドブ レーキが 自動

的に働 き、 5 秒 以 内 にブ レー ドは停 止 します。

カッティングユニ ッ ト上昇 （移動用位置）

移動用位置にす るには、レバーを後方に引きます。

ユニ ッ トが上昇 し、 ブ レー ド回転 は停 止 します。

カッテ ィングユ ニ ッ ト昇 降 レバ ー を使 用 して、必

要であれ ばカ ッテ ィン グデ ッキ を しっか り固定

します。

ユニ ッ トの下降 （芝刈 り位置）

カッテ ィングユ ニ ッ ト昇 降 レバ ー に よ りカ ッテ

ィン グユ ニ ッ トが移 動 用位 置 に 固定 され てい る

場合、レバーを前方に下ろ し芝刈作業位置に しま

す。 一

油圧 式 リフ トレバ ー を前方 に倒 し、芝刈位 置 に し

ます。ユ ニ ッ トが 下降 し、ブ レー ドが 回転 し始 め

ます。

油圧 シ リンダー が外 側位 置 で あ る こ とを確 か め

るために、レバーを前方位置に半分程度保持 しま

す。

1 7
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プレゼ ンテー シ ョン

カッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レバー

（機械式）
この レバーは、油圧 システムが不可能 になった場

合、カ ッテ ィン グユニ ッ トを昇 降 させ るバ ックア

ップ の レバー と して使 われ ます。また 、この レバ

ーは カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを移 動用位 置 に機 械

的に固定する場合 に使用 されます。

エンジ ンを始 動す る際 に この レバー は使 用 され

ます。 も し、ユ ニ ッ トが芝 刈位 置 でエ ンジ ンが停

止してい た場 合 、ユニ ッ トを上 昇 させ て エ ン ジン

を始動 で き る よ うにな ります 。

移動用位置 では、ブレー ドブ レーキは自動的に作

動し、ブ レー ドは約 5 秒 以 内 に停 止 します。

移動用位置

レバ ー を ロ ック され る位 置 まで後 方 に 引 くと、移

動用位 置 に な ります。

ユニ ッ トは上 昇 しブ レー ドは回転 停 止 しま す。

芝刈位置
ロックボ タ ン を押 し込 み 、レバ ー を前 方 に移 動す

るこ とに よ り芝刈 位置 にな ります 。

ユニ ッ トが下 降 しブ レー ドは回転 し始 めま す。

醐カッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レバ ー に よ る上 昇

カッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レバ ー に よ る下降舶

1 8



プレゼ ンテー シ ョン

駐車ブレーキ

駐車ブ レーキは下記の手順で作動 させます ：

1 ．ブ レーキペダル を一杯に踏み込みます。

2 ．ス テ ア リン グ コラム横 に あ る駐 車ブ レー キ ロ

ックボ タ ンを押 します。

3 ．駐 車ブ レー キ ロ ック ボ タン を押 した まま 、ブ

レーキペダル を放す と駐車ブ レーキがかか

りま す 。

解放する場合、ブ レーキペダル を踏み込む と自動

的に ロ ックが外れ ます。

シー ト

シー ト前端 に ジ ョイ ン ト部 があ り、前 方 に倒 す こ

とが で きます。

シー トの位 置 は、前 後 に調 整 す る こ とが で きます。

シー トの左側 の前 端 に あ る レバー を動 か して シ

ートの位 置 を調 整 します。

給油
オクタ ン価 8 7 以 上の 無鉛 ガ ソ リン（オイル 混 合

ではあ りませ ん ） を使 用 して 下 さい。

タンクー杯 に給油せず、最低 2 ． 5 c m の膨張の

ための スペー ス を設 けて くだ さい。

盈 警告！

燃料は非常に可燃性が高いので、注意を払

い屋外で給油すること（“安全な取 り扱い”

参照）。

1 9

鵬

磯

削疫



プレゼ ンテーシ ョン

ディ フ ァ レンシ ャル ロ ック

（プ ロ フ レ ッ ク ス 2 1 ）

ディ フ ァ レンシ ャル ロックは 2 つ の ドライ ブホ

イールを連結 しますので、ホイールは空転 しませ

ん。

ディ フ ァ レンシ ャル ロック を作 動 す る にはペ ダ

ルを押 します。

油圧駆動 ロック解 除 レバー
油圧駆動 ロック解除 レバーは、エンジン不動時に

ライダーを動かす際に使用 します。

・ レバー引き出 し時、駆動 は解除 されます。

・ レバー押 し込み 時、駆動 は接続 されます。

カウ ン ター （ア ワ ー メ ー タ ー ）

カウン ター （ア ワー メー ター ）は、何 時 間エ ンジ

ンが運転 しているかを表示 します。エ ンジンが回

転してい る とき にカ ウン トされ ます が 、イ グニ ッ

ションが オ ンでエ ンジ ンが停 止 してい る ときは

カウン トされ ませ ん。

末尾の数字 （最小単位）は 6 分 （1／1 0 時間）

です。

2 0
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運転

芝刈 り作業の要領

盈 警告！

ブレー ドに よ り飛 散 す る恐 れ があ るた め 、

芝面 に あ る石 や そ の他 異 物 を取 り除 く こ

と 。

岩や動かせ ない障害物には予め印を付 け
ブレー ドや本機 の衝突 を防止 して下 さい。

最初 は高い 刈高 調整 か らス ター トし、徐 々

に刈高 を下 げて最終の刈高が得 られるよ

う作 業 します。

最良の作業結果 を得るためには、エンジン

回転 数 を高 くしてブ レー ド回 転 を高速 に

保ち、遅 い 走行 ス ピー ドで作業 して 下 さい。

芝の背 丈が それ ほ ど高 くな く、密集 して い

ない場合は、走行スピー ドを上げるか、エ

ンジ ンス ピー ドを下 げて作 業 す る こ とが

できま す。

血 管告！

1 5 度 以上の傾斜 面では決 して ライ ダー

を運 転 しな い こ と。斜 面 では上 り下 りで カ

ッテ ィン グ し、決 して横 切 らな い こ と。急

な方 向転 換 は避 け る こ と。

芝刈 り作業 は、頻繁 に行 うと良い 結果 が得

られ ま す。芝面 は均 一 に な り、刈 られ た草

は均一に芝面に飛散 されます。このため速

い走行 ス ピー ドで作業 が で き るので 、 トー

タル時間は短縮 されます。

儒れた芝面の作業は避 けて下 さい。車輪が

芝面に沈むので良い作業結果が得 られ ま

せん。

作業終了後は、毎回必ず、カ ッテ ィングユ

ニッ トの 下側 を必 ず水 で洗浄 して 下 さい 。

カッテ ィン グユ ニ ッ トは持 ち上 げて サー

ビスポ ジシ ョン に して清掃 して 下 さい。

マルチ ングにて作業す る場合、よ り頻繁に

芝を刈 るこ とが大 切 です。

油圧駆動 ロック解除 レバー

エンジンを停止 して本機 を移動す る場合、この レ

バー を後 方 に 引っ 張 って 、 ロ ック を解 除 します 。

2 1
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運転

運転

重要情報
シー ト後 の エ ン ジ ンカ バ ー に あ るエ ア ー

インテ ー ク グ リル は、衣 服 、落 ち葉 、草 あ

るいは ゴ ミな どに よ り、決 してふ さがれ な

いよ うに す る こ と。

エン ジ ン の冷 却 不 良 に つ な が りエ ン ジ ン

が損 傷す る恐れ が あ ります 。

始動前に
・ 7 ペー ジの “安全な取 り扱い”と、 1 3 ペ

ー ジの “プ レゼ ンテ ー シ ョン”を よ く読 ん

で下 さい。

・ 2 9 ペ ー ジ の “メ ンテ ナ ンス・ス ケ ジ ュー

ル ”に基づ き 日常 の メ ンテナ ンス を行 っ て

下 さい 。

・ シー トの位 置 を調 整 して下 さい 。

エンジンの始動

1 ．カ ッテ ィン グユ ニ ッ ト昇 降 レバ ー （機 械 式 ）

を後 方 に引 き戻 して 、カ ッテ ィ ン グユ ニ ッ ト

を上げて移動の位置に します。

2 ．駐車ブレーキをかけます。

3 ．ス ロ ッ トル レバ ー を中 間の位 置 に します。

2 2
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運転

4 ．冷機始動の場合、チ ョー クレバー を後方に端

の位置まで動か します。

5 ． イ グニ ッシ ョンキ ー （ス ター ター ス イ ッチ）

を始動 （S T A R T ）の位置まで回 します。

6 ．エ ン ジ ンが始 動 した ら、直 ちに イ グニ ッシ ョ

ンキー （ス ター ター スイ ッチ） を放 して 、中

間の位置まで戻 して下 さい。

重要情報
スタ ー ター を一 度 に 5 秒 以 上 回 さ な い こ

と。エ ンジンがかか らない時は、約 1 5 秒

待って か ら再 び ス ター ター を回す こ と。

7 ．エ ンジ ンが始 動 して か ら、チ ョー ク レバ ー を

ゆっ く りと前方 へ 押 し戻 します。

2 3
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運転

8 ．ス ロ ッ トル レバ ー を所 要 の位 置 にセ ッ トしま

す。激 しい負荷をかける前に、 3 ～ 5 分ほど

“ハ ー フス ロッ トル ”で適 度 に運 転 させ ます 。

血 管告，

室内や 閉め切った場所、あるいは換気の悪

い場所 で はエ ンジ ン を運 転 しない こ と。

エン ジンの排 気 ガスは有毒 な一酸化炭 素

を含みます。

ライ ダー プ ロ フ レックス 1 8 の運 転

1 ．ブ レーキペダル を一杯に踏み込み駐車ブレー

キを解放 します。

2 ．注意 しながら、所要の速度 になるまでペ ダル

の 1 つを踏み込みます。

ペ ダル （1 ）は前進 走行、ペ ダル （2 ）は後

進走行用です。

血 管告！

室内や 閉め切 った場所、あるいは換気の悪

い場所 ではエ ンジ ン を運 転 しない こ と。

エンジンの排気 ガスは有毒 な一酸化炭 素

を含みます。

3 ．刈高調整 レバ ーで所要の刈高 （1 ～ 7 段階）
に セ ッ トしま す 。

2 4
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運転

4 ． カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レバ ー （機 械 式 ）

の ロ ックボ タ ンを押 し、レバー を前方 へ倒 し

ます。カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トが 下降 しス ター

ト しま す 。

エンジ ンの停 止 （プ ロ フ レ ックス 1 8 ）

激しい作業の場合、エンジンを停止す る前にアイ

ドリン グ運 転 を 1 ～ 2 分 間行 い 、エ ンジ ン を冷 却

して下 さい。スパ ー クプ ラグへ の カー ボ ン堆 積 を

防ぐた め 、長 時 間の アイ ドリン グは避 けて 下 さい。

1 ．カ ッテ ィン グユ ニ ッ ト昇 降 レバ ー （機 械 式）

を後方 に 引 き戻 して カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト

を上げます。

カ ッテ ィン グユニ ッ トが 下 がっ てい る場 合

は、安 全 回路 が働 きエ ン ジン を始動 す るこ と

が で きませ ん。

2 ．ス ロ ッ トル レバ ー を “M I N ”位 置 に動 か し

ます 。イ グニ ッシ ョンキー （ス ター ター スイ

ッチ） を “S T O P ” に回 します 。

3 ．本機が停止 した ら駐車ブ レーキをかけます。

2 5
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プロフ レ ックス 2 1 の運 転

1 ．ブ レーキペダルを一杯 に踏み込み駐車ブ レー

キを解放 します。

2 ．注意 しなが ら、所要の速度になるまでペダル

の 1 つを踏み込みます。

ペダル （1 ）は前進走行 、ペダル （2 ）は後

進走行用です。

塵 ゝ警告！

室内や閉め切 った場所、あるいは換気の悪

い場 所 では エ ンジ ン を運転 しない こ と。

エンジンの排気 ガスは有毒 な一酸化炭 素

を含みます。

3 ．刈高調整 レバーで所要の刈高 （1 ～ 7 段階）

に セ ッ トしま す 。

4 ． カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レバー （機 械 式）

の ロ ックボ タ ン を押 し、レバ ー を前 方へ 倒 し

ます。カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トが 下 降 しス ター

ト しま す 。

2 6
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運転

5 ．も しカ ッテ ィン グユ ニ ッ トが完 全 に 下が っ て

い ない 、 あ るい はブ レー ドが回 転 しな い場 合

は 、 カ ッ テ ィ ン グ ユ ニ ッ トを 油 圧 式 リフ トレ

バーで完全 に下げます。

油圧 シ リンダー が外側 位 置 で あ るこ とを確 か

めるために、 レバーを前方位置に半分程度保

持 します。

ディフ ァ レンシ ャル ロ ック

（プ ロ フ レ ックス 2 1 ）

ディフ ァ レンシ ャル ロ ック は左 側 のペ ダル を経

由して 運転 中に使 用 され ます。

スタ ック させ ない た め には 、障 害物 に差 し掛 か る

前に素早 く作動 させ ます。

1 ．必要な場合、ペダル を踏み込みデ ィファレン

シャル ロ ックを接 続 します。 も しホイー ル が

空 転 した ら、 ドライ ブペ ダル を少 し上 に しま

す。

2 ．ペ ダル が放 され る とデ ィ フ ァ レンシ ャル ロ ッ

クは解除 されます。ペ ダルが通常位置に戻 る

ま で、 小 さなステ ア リン グの動 き 、あ るい は

若干の後進 を行 って下さい。

エンジンの停止 （プロフレックス 2 1 ）

激しい作業の場合、エンジンを停止す る前にアイ

ドリング運 転 を 1 ～ 2 分 間行 い 、エ ンジ ン を冷 却

して下 さい。スパ ー クプ ラグへ の カー ボ ン堆 積 を

防ぐた め 、長 時 間の アイ ドリン グは避 け て下 さい。

1 ．カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トの油圧 式 リフ トレバ ー

で カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを上 げ ます。

必要 であれ ば、 カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レ

バー （機械式）後方に引き戻 してカ ッテ ィン

グユ ニ ッ トを上 げます 。

カッテ ィン グユニ ッ トが下 が ってい る場 合 は、

安全回路が働 きエ ンジンを始動す ることがで

きませ ん。

2 7
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転

戦払

2 ．ス ロ ッ トル レバ ー を “M I N ”位 置 に動 か し

ます。 イ グニ ッシ ョンキー （ス ター ター スイ

ッチ） を “S T O P ” に回 します。

3 ．本機が停止 したら駐車ブ レーキ をかけます。

馴

脚

2 8



メンテナ ンス

メンテナ ンス

メンテ ナ ンス・スケ ジ ュー ル

下記 に記載 され た メンテ ナ ンス・ス ケ ジ ュール 表 に

したが っ て、本機 の メ ンテ ナ ンス を行 って 下 さい。

4 ） の項 目は、正規販売代理店 に依頼 して下さい。

2 9

●＝本書 に記載あ り

○＝本書 に記載な し

メンテナ ンス
ペ
l

日常点検 毎週

の

最低

1 年に

メンテナ ン

（交換

ス間隔

時間）

時間

ジ 使用

前

使用

後
点検

1 回の

点検
2 5

時間
5 0
時間

10 0
時間
3 00
時間

燃料 とオイル漏れ 点検 ○

駐車ブ レーキ点検 3 8 ●

エンジンオイル量点検 （給油毎） 6 4 ● ●
燃料ポンプのエアー フィルター

点検 4 2 ●

シー トの安全スイ ッチ点検 4 5 ●

カ ッティングユニ ッ ト昇降

レバーの安全スイ ッチ点検
4 5 ●

ペ ダル の安全スイ ッチ点検 4 5 ●

エンジン冷却エアーインテー ク

の点検 ・清掃
3 3 ● ●

カ ッティングユニ ッ トの点検 ： 5 0 ●

・ブ レー ド締結 5 2 ●

・ブ レー ドの状態

（鋭 さ、形状な ど） 5 2 ●

ステア リングケーブルの点検

（遊びな ど）
3 5 ●

締結状態の点検

（スク リュー、ナ ットなど）
○

エ ンジン、ブ レー ドからの異音

点検 、 2 2 ●

カ ッテ ィング立ニ ッ ト下部の

清掃
5 1 ●

トランス ミッシ ョンの冷却

エアーインテー ク清掃
3 4 ● ●

バ ッテ リー液 レベルの点検 4 3 ●

トランス ミッシ ョンオイル

レベルの点検
6　 9 ●

ベル ト、，ベル トプー リーなどの

状態点検
○

破損状況の点検 ○
タイヤ空気圧の点検

（6 0 k P a ）
4 3 ●



メンテナ ンス

3 0

● ＝本書に記載あ り

○＝本書に記載な し

メ ン｝ナンス
ペ
1

日常点検 毎週

の

最低

1 年に

メンテナン

（交換

ス間隔

時間）

時間

フ‾ ジ 使用

前

使用

後
点検

1 回の

点検
2 5

時間
5 P
時間

100
時間
30 0
時間

ワイヤーに損傷がないか 3 7 ●

エ ンジン周辺の清掃 3 3 ●

トランス ミッション周辺の清掃 ○

ベル ト、ベル トプー リー周辺の

清掃
6 1 ●

デ ィファレンシャル ロックケー

ブルの給油、プ ロフレックス2 1 6 3
●

マ フラー周辺の清掃 3 3 ●

シー トへの給油 6 6 ●
全てのワイヤーへの給油 6 1 ●

カ ッテ ィングユニ ッ トの安全

キャッチへの給油
6 6 ●

カ ッテ ィングユニ ッ トの

イ ンナープラグへの給油
6 6 ●

カ ッテ ィングユニ ッ トフレー ム

溝へ の給油
6 6 ●

カ ッテ ィングユニ ッ トの リンク

部への給油 6 6 ●

フレーム内部への給油 ○
フレーム内部のペ ダル機構への

給油 6 2 ●

ギアー レバーへの給油 6 6 ●

駐車ブ レーキケーブルへの給油 6 9 ●

ス ロッ トル レバーへの給油 6　 7 ●

チ ョー クコン トロールへの給油 6　 7 ●

フレーム内部のガイ ドチェー ン

への給油
6 3 ●

フレーム内部のステア リング

ケーブルへの給油
3 5 ●

エンジン冷却エアーイ ンテー ク

清掃 3 3 ● ●

エアーク リーナーのプレフィル

ター （湿式）清掃
3 9 ● ● ′

エンジンオイル交換 1） 6 4 ● ●

エアーク リーナーのフィル ター

カー トリッジ 2） （ペーパー フイ

ル ター）

3 9 ● ●



メンテナ ンス

1 ）最初の 8 時間後 に交換。激 しい負荷をかけた操作や気温が高い環境での使用では、 5 0 時間毎に

）
）
）

2
3
4

交換。
ホコ リの多 い場 所 で は よ り頻 繁 に メ ンテ ナ ンス と交換 が必要 。

ライ ダーを毎 日使用す る場合は、 1 週 間に 2 回 の給油が必要。

正規販売代理店 にて実施。

盈 警告J

エン ジ ンや カ ッァ イ ン グユ ニ ッ トのサ ー

ビス を行 う際に は以 下 の事 項 を守 るこ と。

・ エ ン ジ ンが停 止 してい るこ と。

・ 駐 車 ブ レー キ が作動 して い る こ と。

・ イ グ ニ ッ シ ョ ンキ ー が 抜 い て あ る こ

と 。

・ カ ッテ ィン グユニ ッ トがつ な がれ て い

ない こ と （移 動 用位 置 に あ る こ と）。

・ スパ ー ク プ ラグか らイ グニ ッシ ョンケ

ーブ ル が抜 かれ て い る こ と。

3 1

●＝本書 に記載あ り

○＝本書 に記載な し

メンーナ 、ス
ペ
1

日常点検 毎週

の

最低

1 年に

メンテナン

（交換

ス間隔

時間）

時間

フ‾　　 こ／ ジ 使用

前

使用

後
点検

1 回の

点検
2 5
時間
5 0 ・
時間
10 0
時間
300
時間

刈高の点検／調整 5 0 ● ●

駐車ブ レーキの点検／調整 3 8 ● ●

スパークア レス ター （付加装置）

の点検
○ ○

油圧オイルフィル ターの交換

（2 0 0 時間毎）
6 8 ● ●

エンジンオイル フィル ターの

交換 （2 0 0 時間毎）
6 8 ● ●

スパークプラグの清掃／交換 4 4 ● ●

燃料 フィルターの交換 4 2 ● ●

パルスエアーフィル ターの交換 4 2 ● ●

冷却 フィンの清掃 （⊃ ○

エンジンバルブ クリア ランス

確認 4）
○ ○

ギアボ ックスのオイル交換が必

要か確認 4）あるいはフィル タ†

交換が必要か確認 4）

（5 0 0 時間毎）

○ ○

エアーフィル ターのプ レフィル

ター （湿式）交換 2）
3 9 ● ●

エアーフィル ター （ペーパーフ

イル ター）の交換 2）
（2 0 0 時間毎）

3 9 ● ●

3 0 0 時間整備の実施 4） ○ ○



メンテナ ンス

本機のカバー取 り外 し

エン ジ ンフー ド

1 ． シー トを前 側 に倒 します 。

2 ．エ ンジ ン フー ド上部 の カバ ー ロ ックを反 時計

回 りに 1 ／4 回転 回 しま す。

3 ．エ ンジ ン フー ドを開 けます。

必要 で あれ ば、ヒン ジを取 り外 す こ とに よ りエ ン

ジンフー ドを持 ち上 げ る こ とが で き ます。

フロン トカバ ー

ロック を緩 め、 カバ ー を持 ち上 げて外 します。

右側 フェンダーカバー

後進 ペ ダル （1 ）、ス ク リュー（ 2 、 3 ）を外 し、

フェ ンダー カバ ー を取 り外 します 。

3 2
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メンテナ ンス

左側 フェンダーカバー

プロフ レ ックス 1 8

スク リュー （ 1 、 2 ） を緩 めて 、フ ェ ンダー カバ

ーを取 り外 します 。

プロフ レ ックス 2 1

ディフ ァ レンシ ャル ロ ックペ ダル を取 り外 しま

す。 ス ク リュー （ 1 、 2 ） を緩 め て、フ ェ ンダー

カバー を取 り外 します 。

トラ ン ス ミ ッシ ョ ン カ バ ー

両方 のス ク リュー （片 側 に 1 個） を緩 め、 トラ ン

スミ ッシ ョンカバ ー を持 ち上 げます。

エンジン冷却エアーイ ンテー クの点検

シー ト裏 のエ アー イ ンテ ー クグ リル を清 掃 しま

す。

エンジ ンフー ドを開 きます。

塵 ゝ警告！

冷却 エ ア ー イ ンテ ー ク は エ ン ジ ン運 転 中

に回転 します。 指 先 に注 意 す る こ と。

冷却インテー クに落 ち葉や草が詰まっていない

か点検 して 下 さい。

エンジ ン フー ド内側 の エア ー ダ ク トを点検 し、冷

却エ アー イ ンテ ー クに対 して擦 れ てい な い こ と

を確認 します。

冷却 イ ンテー クが詰 ま っ てい る と、冷却 効果 に影

響を与え、エ ンジンが損傷 します。

3 3
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メンテナ ンス

エンジン とマ フラーの清掃

エンジ ン とマ フラー に付 着 してい る草 や ゴ ミを

取り除きます。燃料やオイルが しみ込んだ草がエ

ンジ ンに付着 して い る と、火 災 を 引 き起 こす 恐 れ

が増加 し、またエ ンジン冷却に悪影響を与えます。

清掃前 に、エ ン ジ ンを冷や してお きます。 ゴ ミが

オイ ル と混 ざってい る よ うな場 合 は 、脱 脂材 で取

り除 くか、 あ るい は水 とブ ラ シを用 い て 下 さい。

マフラー周辺 に付着 した草は火災の原因につな

がります。マ フ ラーが 冷 えて い る ときにブ ラ シあ

るい は水 で取 り除 きます 。

トラ ンス ミッシ ョンのエ ア ーイ ンテ ー

ク点検

トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の エ ア ー イ ン テ ー ク が 詰 ま

っていないか点検 して下 さい。

脚

3 4



メンテナ ンス

ステ ア リング ワイ ヤ ー の点検 と調整

ステ ア リ ン グ は ワイ ヤ ー に よ り コ ン 、トロー ル さ

れます。

ワイ ヤー は 時間 の経過 と共 に緩 み 、ステ ア リング

の調整 が変化 してきます。

下記の手順 でステア リングの点検 と調整 を行い

ます ：

1 ． 2 個の ス ク リュー を緩 め て、フ レー ム プ レー

トを 取 り外 しま す 。

2 ．フ レー ム 内部 のス テ ア リング ワイヤ ー プー リ

ー に ワイ ヤ ー が 正 し く取 り付 け て い る こ と を

確 認 します。 2 本 の ワイヤ ー を 内側 に押 して

張力 を点検 します （矢印方 向）。 ワイヤーを

押 して、半分の距離 になるのが適正の張力 で

す。

損傷 した ワイヤ ー は交 換 して 下 さい。

3 ．必 要 であれ ば、ロックナ ッ トを緩 めて か ら調

整 ナ ッ トを締 め込 み 、ワイヤ ー を引 く こ とが

できます （機械の片側 に 1 本）。

例 え ば、ケ ーブ ル を レ ンチ で押 さ えて 、ね じ

れ ない よ うに しま す。片側 の ワイ ヤー のみ を

調整す る場合は、ステア リングの中間位置が

影響 を受けます。

ワイヤ ー を締 め過 ぎない こ と。手順 2 に記 載

され て い る よ うに、調 整 後 は ワイ ヤー 張力 を

確認 す るこ と。

3 5
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メンテナ ンス

スロ ッ トル ワイヤ ー の点検 と調 整

エンジ ンがス ロ ッ トル の動 き に追従 し、フル ス ロ

ッ トル 時 にエ ンジ ン回転 数 が適 正 で あ るこ とを

確認 します。

不明な点は、正規販売代理店にお尋ね下さい。

調整 が必要 な場合、下側の ワイヤーを次の手順 で

調整 します ：

1 ． ア ウター ワイ ヤー の 固定 ス ク リュー を緩 め、

スロッ トルを全開位置に合わせます。

2 ．イ ラ ス トの よ う に 、ス ロ ッ トル ワイ ヤ ー が 下

側 レバ ーの正 しい穴に取 り付いているか確

認 します。

3 ．ス ロ ッ トル ワ イ ヤ ー の ア ウ タ ー ワイ ヤ ー を で

き るだ け左 側 に押 し、固 定ス ク リュー を締 め

込みます。

チョー ク ワイヤ ー の点検 と調 整

エンジンか ら黒煙 が出る、または始動が困難 な場

合、チ ョー ク ワイ ヤー （上側 のケ ーブ ル）の調 整

不良が考 えられます。

不明な点は、正規販売代理店にお尋ね下さい。

調整が必要な場合、次の手順で行います ：

1 ．ア ウター ワイヤ ー の固 定ス ク リュー を緩 め て、

チ ョー クレバーを最大位置に合わせます。

2 ．イ ラ ス トの よ うに 、チ ョー クケー ブル が 上側

の レバ ー に取 り付 い て い る こ とを確 認 します 。

3 ．チ ョー ク ワイヤ ー の外側 ケー ス を可能 な限 り

右側 に押 して 、 固定 ス ク リュー を締 め込み ま

す。

ディ ファ レンシ ャル ロ ックの調整

（プ ロフ レックス 2 1 ）

ディフ ァ レン シャル ロ ック（左 側 ）は次 の 手順 で

調整 します ：

1 ．デ ィフ ァ レンシ ャル ロ ック が解 除 され 、ペ ダ

ルが 上 が ってい る こ とを確 認 します。

2 ．ア ウ タ ー ワイ ヤ ー と調 整 ス ク リ ュ ー に あ る 2

つ のナ ッ トのす き間 が な くな る よ うに調 整 し

ます。 ア ウター を引 いた ときに 、遊 び が ない

よ うに しま す 。

3 ．ネ ジ部 を痛 めない よ う適 度 に ナ ッ トを締 め付

け ます。

3 6
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メンテナ ンス

油圧 トランス ミッシ ョンワイ ヤー の調

整
油圧 トラ ンス ミッ シ ョンの ワイ ヤー （左 側）は次

の手順で調整 します ：

1 ． トラ ンス ミ ッシ ョンの カバ ー を外 しま す。両

方 の ス ク リュー （片側 に 1 つ）を緩 め 、 トラ

ンス ミ ッシ ョンカバ ー を持 ち上 げ外 します。

2 ．下側 ボー ル ジ ョイ ン トを分解 します。 ロ ック

ス プ リングに よ り固 定 され てい ます。

3 ．前進ペ ダルが完全 に押 し下げ られてい ること

を確認 します。

4 ． 垂直のアームを最大位置に し、下部ボール

ジ ョイ ン トのボ ール と ソケ ッ トの位 置 が合

つているか、確認 します。

5 ．必要 で あれ ば ワイ ヤー の ソケ ッ トを調 整 しま

す。

6 ． 下部 ボー ル ジ ョイ ン トを組 み 立て ます 。

7 ．ボ ー ル ジ ョイ ン トの ロ ッ ク ス プ リ ン グ を 元 の

位置に取 り付 けます。

ワイヤーホルダー

中間のワイヤーホル ダーは、旋 回時に挟まれ ない

ように ワイ ヤー と油圧 配管 を保 護 します。特 に後

進時に、異物や無理 な運転 により、地面に近 くな

り損傷 す る恐 れ が あ ります 。

損傷がないか確実に点検 し、ベル トガイ ドがプー

リー の後 ろ側 中心 に なっ てい るこ とを確認 しま

す。

3 7
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メンテナ ンス

駐車ブレーキの調整

駐車ブ レーキ（右側）は次の方法で調整 します ：

1 ． トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン カ バ ー を 取 り外 しま す 。

両方 の スク リュー（片 側 に 1 つ）を緩 めて ト

ラ ンス ミッシ ョンカバ ー を持 ち上 げて 外 し

ます。

2 ． ス プ リン グ （A ） を ス ク リ ュー （B ） か ら 取

り外 します 。

3 ．駐 車ブ レー キ が作動 して い ない こ とを確 認 し

ます。

4 ．ア ウ タ ー ワ イ ヤ ー を 引 い た とき に 、ア ウ タ ー

ワイ ヤー と調 整 ス ク リュー の 間の 遊び が 1 m

m に な る よ うに調 整 します 。調 整 ス ク リュー

のナ ッ トで調 整 します。

5 ．ネ ジ部 をい た め ない よ うに、徐 々 にナ ッ トを

締 め付 けます。

6 ． スプ リン グ （A ） を再 取 り付 け します 。

7 ／駐 車 ブ レー キが正 しく働 くか 、テ ス トします。

血 管告！

調整が不十分なブ レーキは、ブ レーキ性能

を劣 らせます。

3 8
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メンテナ ンス

エアー フィルターの交換

エンジ ンの 出力が 低 下 、あるい は 滑 らか に回転 し

ない場 合 、エア ー フ ィル ターの 詰 ま りが考 え られ

ます。

汚れ たエ アー フ ィル ター で運 転す る と、スパ ー ク

プラグにカーボンが堆積 し、故障の原因につなが

りま す 。

従っ て、エ アー フ ィル ター は定 期 的 に交換 す るこ

とが重 要 です （2 9 ペ ー ジの “メ ンテナ ンス・ス

ケジュール”参照）。

盈 警告！

サー ビス を行 う前 に排 気 シ ス テ ム を十 分

に冷却 す るこ と。 火 傷 の危険 が あ ります 。

エアー フ ィル ター の交換 （プ ロ フ レ ックス 1 8 ）

1 ． エ ン ジン フー ドを開 けます。

2 ．ス ナ ップ ロ ック を両方 とも外 し、フ ィル ター

ハ ウジ ン グのカ バー を取 り外 して 下 さい。

3 ．フォ ー ム ラバ ー （スポ ンジ）製 プ レフ ィル タ

ー を取 り外 し、中性 洗 剤 を使 用 して清潔 に し

て下さい。それを清潔 な布 を使 用 して乾燥す

る よ うに しぼ っ て 下 さい 。

3 9

勝幸勇敢

脚説背車扱



メンテナ ンス

4 ．エ ア ー フ ィル ターの ウイ ン グナ ッ トを取 り外

し、ペ ーパ ー フ ィル ター を取 り外 します 。

5 ．ペ ーパ ー フィル ター を固定 され た 表面 に軽 く

叩 き、汚 れ を取 り除 き ます。

清掃 して もペ ーパ ー フ ィル ター が汚 れ てい る

場合 は交換 して下 さい。

重要情報
ペーパー フ ィル ター を清掃す る際に圧縮

空気 を使 用 しない こ と。

ペーパ ー フ ィル ター は水 洗い しない こ と。

ペーパ ー フ ィル ター に注 油 しな い こ と。

6 ．下記 の手 順 でエ アー フ ィル ター を取 り付 けて

下 さい ：

エ アー フ ィル ター ハ ウジ ング にペ ーパ ー フ ィ

ル ター を取 り付 け 、 ウイ ングナ ッ トを締 め付

けます 。

7 ．ペ ー パー フ ィル ターの 長方 形 部 にプ レフ ィル

ターを入れ ます。

8 ．エ アー フ ィル ター カバ ー を取 り付 けます。カ

バ ー を下 か ら上 に動 か し、 プ レフ ィル ターが

位 置 か ら落 ちな い よ うに します 。 スナ ップ ロ

ックで固 定 します 。

エアー フ ィル ター の交換 （プ ロフ レックス 2 1 ）

1 ．エ ンジ ン フー ドを開 けます。

2 ．スナ ップ ロ ック を両方 とも外 し、フ ィル ター

ハ ウジ ン グのカ バー を取 り外 して下 さい。

4 0
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メンテ ナ ンス

3 ．フォー ム ラバ ー （スポ ンジ）製 プ レフ ィル タ

ー を取 り外 し、 中性洗 剤 を使 用 して清潔 に し

て下 さい。それ を清潔 な布 を使用 して乾燥す

る よ うに し ぼ っ て 下 さい 。

4 ．エ ア ー フ ィル ター の ウ イン グナ ッ トを取 り外

し、ペ ーパ ー フィル ター を取 り外 します 。

5 ．ペ ーパ ー フ ィル ター を固定 され た表 面 に軽 く

叩 き、汚 れ を取 り除 きます。

清 掃 して もペ ーパ ー フ ィル ター が 汚れ て い る

場合は交換 して下 さい。

重要情報
ペーパー フィル ター を清掃 す る際 に圧縮

空気 を使 用 しな い こ と。

ペー パー フィル ター は水 洗 い しない こ と。

ペー パー フィル ター に注 油 しない こ と。

6 ．下 記 の手順 で エア ー フ ィル ター を取 り付 けて

下 さい ：

エ アー フ ィル ターハ ウジ ン グにペ ーパ ー フィ

ル ター を取 り付 け 、 ウ イン グナ ッ トを締 め付

け ます。

7 ．ペ ーパ ー フ ィル ター の長方 形 部 に プ レフ ィル

ター を入れます。

8 ．エ アー フ ィル ター カバ ー を取 り付 けます 。カ

バー を下か ら上 に動 か し、プ レフ ィル ター が

位 置 か ら落 ち ない よ うに しま す。 ス ナ ップ ロ

ックで 固定 しま す。

4 1
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燃料 フィル ターの交換

燃料フィルターは 1 0 0 時間運転毎（ 1 シーズン

毎）に 交換 して下 さい。詰 ま っ てい る場 合 は よ り

頻繁に交換 して下 さい。

下記の手順 で交換 して下さい ：

1 ． エ ン ジン フー ドを開 きます 。

2 ． フ ィル ター か らホー ス ク リップ を外 しま す。

平 プ ライヤ ー を使用 して外 します 。

3 ． ホー ス端 か らフ ィル ター を取 り外 します。

4 ．新 しい フ ィル ター をホー ス端 か ら取 り付 けま

す。 “F L O W ”の夫印を燃料 ポンプ側に向

けて下 さい。必要であれば、石鹸液をホース

端 に塗布 す る と簡 単 に取 り付 け る こ とがで き

ます。

5 ．ホー ス ク リップ を取 り付 けて 、締 め付 け ます。

パルスエアーフィル ターの清掃

1 ． エ ン ジ ンフー ドを開 きます 。

2 ． 4 本 の ク リップ を外 してカ バ ー を取 り外 し、

フィル ター を取 り外 します 。

3 ．圧縮空気 を使 ってフィル ターを清掃 します。

フィル ター が損 傷 してい る、あ るい は清掃 し

て も きれい にな らない 場合 は、交換 して 下 さ

い。

4 ．フ ィル ター をカバ ー の 中へ取 り付 け、ク リ ッ

プ で 固定 します 。エ ンジ ンフー ドを 閉め ます。

燃料ポ ンプのエアーフィル ター点検

燃料 ポ ンプの エ アー フ ィル ター が ゴ ミで詰 ま っ

ていないか、定期的に点検 して下 さい。

スク リュー を取 り外 し、ポ ンプ を 開 きます 。ホ ー

スを取 り外 す必 要 はあ りませ ん。

必要であれば、フィルターをブラシで清掃 します。

コ ンソール の ポ ンプ を交 換 しま す。
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タイヤ空気圧 の点検

すべ てのホイールで、空気圧 は 6 0 k P a （0 ．

6 k g／cm2）に調整します。

運転 パ ワー を改 善 す るた め に、リヤ タイ ヤは 4 0

k P a （ 0 ． 4 k  g ／ c m 2 ）に減圧することがで

きます。上限の空気圧は 8 0 k P a （ 0 ． 8 k  g

／c m 2） です。

重要情報
フロ ン トタ イ ヤ の 空 気 圧 が 異 な って い る

と、 異 な る芝 面 の 刈 高 結 果 に つ なが りま

す。

バッテ リー液 レベル の点検

バッテ リー液 レベ ル がマ ー クの 間 に あ るこ とを

確認 します。バ ッテ リー液補充時は、蒸留水のみ

を使用 して 下 さい。

盈 警告！

バッテ リー液 に触れて しまった場合

・ 外 的 ：しっか り と水 で洗 浄す る こ と。

・ 内的 ：大量の水あるいは牛乳 を飲む こ

と 。

・ 目 ：しっ か りと水 で洗 浄す る こ と。 た

だ ち に医者 に診 断 して も ら うこ と。

バッテ リー は爆発 しやすい ガスを発 生 し

ます。火花、炎、タバ コは絶対にバ ッテ リ

ーに近づ けない こ と。

イグニ ッシ ョン システ ム

エンジ ンは電子 イ グニ ッシ ョンシ ステ ム を装備

してい ます 。スパ ー ク プ ラグ のみ 、メ ンテナ ンス

が必要です。

推奨 スパー クプ ラ グは 7 9 ペ ー ジの “テ ク ニカル

デーダ ’を参照 して下 さい。

重要情報
間違 ったスパー クプラグ型 式 はエ ンジ ン

を傷めます。
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スパークプラグの交換

1 ．スパ ー ク プ ラグケ ー ブル を抜 き、スパ ー クプ

ラ グ周辺 を清掃 します。

2 ． 1 3 ／1 6 ” （ 2 1 m m ） の スパ ー クプ ラグ

ソケ ッ トレ ンチ で スパ ー クプ ラ グ を取 り外

しま す。

3 ． スパ ー クプ ラ グ を点検 します。

電極が溶 けてい る場合、あるいは絶縁部 にヒ

ビや損傷がある場合 は、スパークプ ラグを交

換 して 下 さい。

スパ ー クプ ラ グが再 利 用 で きる場 合 は、ワイ

ヤーブラシで清掃 します。

4 ． シ ックネ スゲージで電極隙間を測定 します。

電極隙間は 0 ． 7 ～ 0 ． 8 m m ／0 ． 0 3 0 ”

です。必要に応 じて電極 を曲げて調整 して下

さい。

5 ．スパ ー クプ ラグ を再 び 取 り付 け 、ネ ジ部 をい

ため ない よ うに手 で締 め付 けます。

重要情報
スパ ークプ ラグの締 め付 け不足 はオーバ

ーヒ ー トや エ ン ジ ン損 傷 を 引 き起 こ しま

す。 スパ ー クプ ラグの締 め付 け過 ぎ はシ リ

ンダー ヘ ッ ドのネ ジ部 を傷 め ます。

6 ． スパ ー クプ ラ グの座 が接 した ら、 スパ ー クプ

ラ グ レンチ で締 め付 けます。

ワ ッシ ヤー が圧縮 され るよ うにス パー クプ ラ

グを締 め付けます。

使用 されたスパークプラグは、座が接 してか

ら 1 ／8 回転 締め付 けます。新 しいスパー クプ

ラグは、座が接 してか ら 1 ／4 回転 締め付 けま

す。

7 ．スパ ー クプ ラグケ ーブ ル を再 取 り付 け します 。

ヒュー ズ

メイ ン ヒュー ズ は 、バ ッテ リー 前 のバ ッテ リー ケ

ースの カバ ー 下 に あ る取 り外 し可能 なホル ダー

部に あ ります。

タイプ ：平 ヒュー ズ、 1 5 A

電源 出力用 ヒュー ズ は コ ン トロール パ ネル 横 の

プレー ト下の イ グニ ッシ ョンス イ ッチ（ス ター タ

ースイ ッチ） 下 に あ ります。

タイプ ：平 ヒュー ズ 、 7 ． 5 A

交換 時 に は異 な る タイ プの ヒュー ズ を使 用 しな

いこ と。

茶色 の ヒュー ズ は コネ ク ター焼 けを表 します。交

換時 はホル ダーか らヒュー ズ を引 き出 して下 さ

い。

ヒュー ズ は電気 シス テ ムを保 護 す るた め にあ り

ます 。交換 後 、短 期 間 で ヒュー ズ が切 れ て しま う

場合 、回 路が シ ョー トして い る可 能性 が あ ります

ので、運転す る前 に修理 を行 う必要があ ります。
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安全装置の点検
ライダーには、次の場合に始動や運転 され ないよ

うに安全装置が装備 されています。

カッテ ィ ングユニ ッ トが 上 がっ た位 置 でハ イ ド

ロスタ ットペダル （前進、後進ペダル）が中立位

置の 時に のみ 、エ ンジ ン を始 動 す るこ とがで き ま

す。

運転者 は シー トに座 る必要 はあ りませ ん。

ある条件が満たされないでエ ンジンが始動 しな

いか、毎 日安全装置を点検 して下さい。条件を変

え、再び試 して下 さい。

カッテ ィ ングデ ッキ が下 が った状 態 、あ るい はハ

イドロス タ ッ トペ ダル が 中立 で は ない状 態 で 、シ

ートから仮 に離れた際に、エンジンが停止す るか

点検 します。

スターター 諾 作動

げニッション 莞 不動

4 5
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ヘッ ドライ トバル ブの交換

ヘッ ドライ トバ ル ブの 情報 につ い て は、 “テ クニ

カルデー ダ’の章を参照願います。

1 ．ス テ ア リング コラム 上の カバ ー を固定 してい

る 2 つ のス ク リュー を緩 めま す。

カバ ー を持 ち上げ 、 ステ ア リング シャ フ ト側

に 向 きを変 えます。

2 ．ラ ンプ挿 入 部 を固 定 して い る 2 つ のス ク リュ

ー を緩 めます。

ランプ挿入部 を持 ち上げ外 します。

3 ．バルブか らケーブル を抜 きます。

4 ．挿 入部か らバルブを取 り出 します。

5 ．新 しいバルブを挿入 します。前側 を支 えるた

め に親 指 を使 うよ うに します 。

6 ．ケー ブル 、ラ ンプ挿 入 部、ステ ア リン グコ ラ

ムの カバ ー を再 取 り付 け します。
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カッテ ィン グユ ニ ッ ト構 成 品

下記 の説 明で は、カ ッテ ィン グユ ニ ッ トは リヤ排

出に なっ てい ます が 、特 に指 定 の ない 限 り同 じ原

理がすべ ての カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トに適 用 され

ます。

構成 品は次の通 りです ：

・ A キ ャ ッチ

・ B イ ンナー プ ラ グ

・ C キ ャ ッチ ガ ー ド

・ D ハ ン ドル

・ E 高 さ調 整 ス トラ ッ ト

・ F 平 行 ス トラ ッ ト

・ G 最 低高 さ調 整 ス トッパ ー

カッテ ィ ングユ ニ ッ ト装 着

塵 警告！

十分に注意す ること。ケガをする恐れがあ

ります。

カッテ ィ ングユ ニ ッ ト装着 を始 め る前 に ：

・ 本機 を平 らな場所 に置きます。

・ 駐車ブ レー キをかけます。

・ 油圧 式 リフ トレバ ー を低 い位 置 にセ ッ ト

します （プ ロフ レックス 2 1 ） 。

・ ア タ ッチ メ ン トフ レー ム を低 い位 置 にセ

ッ ト しま す 。

・ ア タ ッチ メ ン トフ レー ム を安 全 キ ャ ッチ

と ロ ック （A ）で 固定 し、挿 入位 置 に しま

す。

5 5 ペ ー ジの “ユ ニ ッ トフ レー ムの 取 り外

し”を参 照 し、ユ ニ ッ トフ レー ム をカ ッテ

ィング ユニ ッ トに装着 します。
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1 ．ユ ニ ッ トを ア タ ッチ メ ン トフ レー ム の ア ウ タ

ー フ ックに取 り付 けま す。

2 ． キ ャ ッチ （A ） を引 き出 し、フ ックガ ー ドの

ハ ン ドル （D ） を後 方 に押 して安全キャッチ

を緩めます。

3 ．運転 席 の右にあるカ ッテ ィング昇降 レバー

（機 械 式）を 引き上 げ 、ユ ニ ッ トを持 ち上 げ

ます。

4 ．ユ ニ ッ トを押 し込 み 、イ ンナ ー プ ラ グ （B ）

ア タ ッチ メ ン トフ レー ムの溝 に入 れ ます 。

5 ．高 さ調 整 ス トラ ッ ト（E ） を後 方 ブ ラケ ッ ト

に 取 り付 けます ：

刈高調整 レバー を前方位置 に動 か します。 フ

レーム の前 部 を上 げ下 げ し、 ス トラ ッ トを緩

めます。

盈 警告！

指先 に注 意す る こ と。ブ レー ドや ベ ル トを

回転 させ な い こ と。
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6 ．ベル トテ ン シ ョナ ー スプ リン グを緩 め て前側

のベ ル トプ ー リー にべ ル トを取付 け ます。 新

しい ベル トは短 め です。 スパ ナ を中心 ス ク リ

ュー に か けて、前 側 の プー リー を回転 させ ま

す。

7 ．ベ ル トテ ン シ ョナ ー スプ リングを再 取 り付 け

します。

重要情報
ベル トが ア イ ド ラ ー 周 り に あ る こ と を 確

認す る こと。

ベル ト概略
・ 1 ． ドラ イ ブベ ル ト

・ 2 ．前 側 プー リー

・ 3 ． ベ ル トア イ ドラ ー

・ 4 ． ベ ル トテ ンシ ョナー ス プ リング

8 ． フ ロ ン トカバ ー を取 り付 けます。

4 9
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刈高、平行度、接地圧の調整
新しい カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを装 着 した 際 に は、

刈高、平行度、接地圧の調整が必要です。

調整 は次の手順で行います。

はじめに ：

・ タイヤ空気圧が 6 0 k P a （0 ． 6 k  g ／

c m 2） で あ る こ とを確 認 します。

・ カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを平 らな地 面 に下

げます。

・ 刈高調整 レバーを最低位置に します。

刈高
1 ．

2 ．

3 ．

4 ．

高さ調整 ス トラ ッ トのナ ッ トを緩 めます 。

地面 とカバーの前端 との距離 を測定 します。

前端 と地面の距離 は 3 5 m m が規定値 です。

ナッ トを締 め付 けま す。

必要であれ ば平行度 を点検 し合わせます。

5 ．必要に応 じて、 5 1 ペー ジの “接地圧”に従

い 、 カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トの接 地圧 を点検 、

調整 します。

6 ． フ ロン トカバ ー を取 り付 けます。

重要情報
カッテ ィン グユ ニ ッ トを交換 時 は 、平行 度

と刈 高 を再調 整 す る こ と。

平行度
1 ． ス トラ ッ トの 2 つ の ナ ッ トを緩 め ます。

2 ．地 面 と正面のカ ッテ ィングデ ッキ及び後ろの

カ ッテ ィン グデ ッキの 間の 距離 を測 定 して く

だ さい。

3 ．平 行 ス トラ ッ トを スパ ナ で調整 して カ ッテ ィ

ングユ ニ ッ ト後 端 部 が フ ロ ン ト部 よ り 2 ～ 4

m m 高 い よ うに調 整 して下 さい。

4 ．測 定値 をチ ェ ック して 下 さい。

5 ． ス トラ ッ トの 2 つ のナ ッ トを締 め付 け ます。

鵬蜘
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接地圧
最良の作業結果を得 るため、カ ッテ ィングユニッ

トは地面 に対 す る圧 力 が強 過 ぎ ない よ うに調整

が必要です。接地圧 は、機械の両側にあるスク リ

ュー とスプ リング で調整 します 。

カッテ ィ ングユ ニ ッ トの接 地圧 は下記 の 手順 で

行います ：

1 ．カ ッテ ィン グユニ ッ トの フ レー ム先 端部 の 下

に体重計 を入れて計測 します。必要であれば、

ブ ロ ック をフ レー ム と体重 計 の間 に入 れ てサ

ポ ー トロー ラ ー に 重 さ が か か ら な い よ うに し

ます。

2 ．両 前輪 の後 に あ る調 整 ス ク リュー を締 め込 ん

だ り （接 地圧 は弱 くな る） 、緩 めた り （接 地

圧 は強 くなる） して調整 します。接地圧の適

正値は 1 2 ～ 1 5 k  g で 、 スプリングは均等

に張 られ てい る よ うに します。

カッテ ィ ングユ ニ ッ トのサー ビスポ ジ

ショ ン

容易 に清掃 、修 理 、 メ ンテナ ンス がで き る よ う、

カッテ ィ ングユ ニ ッ トはサ ー ビス ポ ジ シ ョンに

セッ トす るこ とがで きます。サー ビスポ ジ シ ョン

とは 、カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを上 げ垂 直 に 固定す

る位 置 の こ とです 。

サー ビスポジシ ョンにす る方法

1 ． 5 3 ペ ー ジの “カ ッテ ィン グユ ニ ッ トの 取 り

外 し”の下 に記 載 され て い る項 目 1 － 1 1 を

行 い 、ユ ニ ッ トが ア ウ ター フ ック に掛 か る よ

うに置 きます。

2 ．ユ ニ ッ トの フ ロ ン トエ ッジ をつ かみ垂 直 に持

ち上 げます 。 ユ ニ ッ トは 自動 的に垂 直 の位 置

で固定 されます。

サー ビスポジシ ョンか ら解放す る方法

1 ．ユニ ッ トの頂端部 を緩め （後方に動かす）、

ハ ン ドル を前方 に動 か し、それ か らゆ っ く り

とユ ニ ッ トを水 平 な位 置 に下 ろ します。

2 ． 4 7 ペ ー ジの “カ ッテ ィン グユ ニ ッ ト装着 ”

の 下 に記載 され てい る項 目4 － 8 を行 い 、カ

ッテ ィ ングユ ニ ッ トを作 業位 置 に 滑 り込 ま

せます。

5 1
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メンテナ ンス

カッテ ィ ングユ ニ ッ トのモデル

プロ フ レ ッ ク ス 1 8 と プ ロ フ レ ッ ク ス 2 1 は 異

なる 2 つ のカ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを装 着す る こ

とが で きます ：

・ コ ン ビ 1 1 2

・ コ ン ビ 1 2 2

その他 の カ ッテ ィ ン グユ ニ ッ トは 、ドライ ブベル

トの交 換無 しで は装 着す る こ とが で きませ ん。

ブレー ドの点検

最高の作業結果を得 るためには、ブ レー ドに損傷

がな く、 良 く研 磨 され てい るこ とが重 要 です。

ブレー ド取 り付 け ボル トが 次 の トル クで締 結 さ

れて い る こ とを確 認 します ：

・ コ ン ビ 1 1 2 ：

4 5 ～ 5 0 N m ／3 2 ～ 3 6 1 b  f  t

・ コ ン ビ 1 2 2 ：

7 5 ～ 8 0 N m ／5 3 ～ 5 6 1 b  f  t

重要情報
ブレー ドの交換や研磨は、正規販売店にて

行うこ と。

研磨 後 はブ レー ドのバ ラン ス を取 って くだ さい。

異物 な どにぶ つ け て しま った ブ レー ドは交 換 し

て下 さい。正規販売代理店に、ブレー ドを直すか、

研磨す るか 、廃 棄す るか の判 断 を して も らって く

ださい。

警告 ！
不十分 な修 理やそ の他 の損傷 によ りブ レ

ードに亀裂が発 生 した場合、ブ レー ドは使

用中 に破損 します 。ブ レー ドのバ ランス 取

りが不十分であれ ば、その危険性は増加 し

ます。

5 2
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メンテ ナ ンス

カッテ ィン グユ ニ ッ トの取 り外 し

血 管告！

十分注意す ること。ケガをす る恐れがあ り

ます。

1 ．機械 を平 らな地面に置 きます。

2 ．ブ レーキペ ダルを踏み込み、駐車ブ レーキロ

ックボ タ ン を押 して 、駐 車 ブ レー キ を掛 けま

す。

3 ． カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト昇 降 レバー （機 械 式）

を用 い て、カ ッテ ィン グユ ニ ッ トを上 げ ます。

4 ． フ ロ ン トカ バ ー を 取 り外 しま す 。

5
6
7

ベル ト調整 ス プ リン グを外 します。

前側 プー リー か らベ ル トを外 しま す。

ベル ト調整 ス プ リン グを取 り付 けます 。

8 ．ベル トをハ ン ドル の周 りに掛 けます 。

5 3
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メンテナ ンス

9 ．高 さ調整 ス トラ ッ ト（E ）の 後部 を持 ち上 げ

る よ うに して 取 り外 しま す ：

カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを取 り外 す場 合 、 フ レ

ームの前端部 を持 ち上げて、アームにかかっ

て い る荷 重 を取 り除 きます。

1 0 ．ハ ン ドル （ D ） とユ ニ ッ トを同 時に 引 っ張 り

ま す。ユ ニ ッ トが少 し出て きた ら、ハ ン ドル

を放 します。

1 1．ユ ニ ッ トが ア ウター フ ック に掛 か るま で引 き

出 します。

1 2 ．運転席 の右側 にあ る昇降 レバーを使ってユニ

ッ トを下 ろ します 。

1 3 ．ハ ン ドル （D ）を引 き、安 全 キ ャ ッチ を固 定

します 。

キ ャ ッチ （A ） が はめ込 み位 置 にあ る こ とを

確認 します。

1 4 ．機 械 か らユ ニ ッ トを取 り外 します 。

5 4
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メンテナ ンス

ユニ ッ トフ レー ムの取 り外 し

カッテ ィ ングユニ ッ トフ レー ム取 り外 しの た め

には カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トを下 ろ します ：

・ カ ッテ ィングユ ニ ッ トの外 し方

1 ．カ ッテ ィングユ ニ ッ トか ら前方 の ファス ナー

（取 り付 け金 具）をス ライ ドさせ て外 します 。

2 ．カ ッテ ィン グユ ニ ッ トの取 り付 け金具 部 を外

し、デ ッキ全体を後方に押 しデ ッキに対す る

保 持力 を解 除 して取 り外 します 。

組み立ては上記の逆の順で行 って下さい。

ベル トの取 り外 し

ベル トを取 り外す場合の開始位置 ：

・ 機 械 にユ ニ ッ トを取 り付 け ない こ と。

・ ベル トの前 部 を フ ックガ ー ドハ ン ドル の

周 りに か け る こ と。

ベル トプー リー か らベ ル ト前部 の外 し方 は 、5 3

ペー ジの 5 － 8 の “カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トの取 り

外し”項 目に記 載 され てい ます 。

ライ ダー にス ノー ブ レー ドを取 り付 け る場合 に

は、全体のベル トのみ取 り外す方法 を参照 します。

1 ．サ ポ ー トホイ ール 下の ガイ ドプ レー トを押 し

ます。

2 ．ブ レー ドブ レー キの 上 に あ るスプ リン グを外

します。

3 ． 中間 プー リー か らベル トを外 します。

4 ．ベ ル トを取 り外 します 。

5 5
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メンテナ ンス

ベル トの取 り付 け

1 ．ベル トを前 か ら置 き、そ してベ ル トの 前端 部

を フ ックガ ー ドハ ン ドル の周 りに掛 け ます。

2 ．ベル トを 中間 プー リー 、そ してサ ポー トホイ

ー ル に取 り付 けます 。

3 ．サ ポー トホイー ル の 下側 に あ るガイ ドプ レー

トを押 し下 げ、ベ ル トをそ のす き間 に押 し入

れます。

4 ．ブ レー ドブ レー キ に スプ リン グを取 り付 けま

す。

フロン トプー リー へ のベ ル トの取 り付 け方 は、4

7 ペー ジ “カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト装 着 ”の項 目 6

～7 を参 照 して 下 さい。

耶

馴許

剛
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メンテナ ンス

カッテ ィ ングユ ニ ッ ト・ ベル ト交換

盈 警告！

ブレー ドに 関 連 す る作 業 を行 う際 に は保

護手袋 を着用 し手を保護す るこ と。

ベル トに 関 連 す る作 業 を行 う際 に は ケ ガ

をす る恐れ が あ ります。

コン ビユ ニ ッ トのベ ル ト交 換

これ らの カ ッテ ィ ン グユ ニ ッ トの “干 渉 しない”

ブレー ドは、 1 本 のⅤベ ル トで回 転 します 。Ⅴベ

ルト交換は次の手順で行います ：

1 ．カ ッテ ィングユ ニ ッ トを取 り外 します （ 5 3

ページ参照）。

2 ．ユ ニ ッ トフ レー ム（ 1 ）（ 5 5 ペ ー ジ参 照）、

平 行 ス トラ ッ ト （ 2 ） の ス ク リ ュ ー とカ バ ー

（ 3 ） の 2 つ の ス ク リュー を緩 めます。 ベ ル

トか ら保護 カバー を持 ち上 げ ます。

3 ．Ⅴベル トに張 力 を与 え てい るスプ リング（4 ）

を外 し、ベ ル トを外 します。

4 ．新 しい ベル トを取 り付 けま す。

ベル トの張 り方 については、保護カバー内側

にシー ル が貼 っ て あ ります。

5 ．ベ ル トテ ンシ ョナ ー が破 損 、固着 してい ない

こ とを確認 して 、スプ リン グを取 り付 けます。

6 ．保 護 カバ ー を取 り付 け、平 行 ス トラ ッ トとユ

ニ ッ トフ レー ム を装着 します 。

7 ． 4 7 ペ ー ジの “カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト装着 ”

を参 照 して、機 械 にカ ッテ ィン グユ ニ ッ トを

取 り付 けます。

5 7
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メンテナ ンス

バイ オ ク リッププ ラ グの取 り外 し

バイ オ ク リップか らコ ン ビユ ニ ッ トに変 更す る

ために 、ユニ ッ ト下部 にあ る 3 本 のス ク リュー で

取り付 いて い るバ イ オ ク リ ップ プ ラグ を外 しま

す。

1 ． 5 1 ペ ー ジの “カ ッテ ィ ングユ ニ ッ トのサ ー

ビスポ ジシ ョン”を参 照 し、ユ ニ ッ トをサー

ビスポ ジシ ョン に します。

2 ．バ イ オ ク リ ップ プ ラグ を固 定 して い る 3 本 の

ス ク リュー を外 し、 プ ラグ を取 り外 します。

情報 ：ネ ジ部を保護す るために、 3 本の全ネ

ジM 8 × 1 5 m m を取 り付 けてお きます。

3 ．ユ ニ ッ トを通 常位 置 に戻 します。

逆の手順 で 、バ イ オ ク リッププ ラ グ を取 り付 けま

す。

酬バイオ ク リッププ ラ グの取 り外 し

5 8



給油

給油

給油スケジュール

（プ ロフ レ ックス 1 8 ）

毎日ご使用の場合 、週 1 回 （1 ／5 2 ）の給油 は

週2 回行って下 さい。

暇灘紹
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給油

給油 スケ ジ ュー ル （プ ロフ レ ックス 2 1 ）

醐称鰍

6 0



給油

概要
給油 中は、不 意 に動 いて しま うこ とを避 け るため 、

イグ ニ ッ シ ョ ン キ ー を 抜 く こ と。

潤滑 としてのオイルは、指定が無 ければエ ンジン

オイルを使用 します。

グリスで潤滑にす る場合、も し他 の指定がなけれ

ば、グ リス 5 0 3 9 8 9 6 － 0 1 あ るい は よい

腐食保護 を提示す る別のシャーシか、ボールベア

リン グ・ グ リー ス を使 用 しま す。

毎日ライダーを使 用す る場合、週 2 回 の給油を行

う こ と 。

給油 後 、余分 な グ リスは拭 き取 る こ と。

ベル ト、ベ ル トプー リー の表 面 に潤 滑 油が 付 かな

いよ うにす るこ と。付 着 した場 合 はアル コール で

清掃 す るこ と。アル コー ル で清掃 後 に もベ ル トが

スリ ップす る場 合 は 、交 換す るこ と。ベ ル トの清

掃に は、ガ ソ リンや石 油 な どを決 して使 用 しない

こ と 。

ワイヤーへの給油

ワイヤ ー の両端 に給 油 を行 い 、コン トロー ル を終

端まで 動 か します。給 油 後 、ワイ ヤー に ゴム カバ

ーを再 取 り付 け します。 被 覆付 きの ワイ ヤー は、

定期 的 に給 油 を行 わな い と動 き が悪 くな ります。

ワイヤ ー が固着 した場 合 、例 えばデ ィ ファ レン シ

ャル ロック を解 除 す るこ とが難 し くな るな ど、機

械を操 作す る こ とは困難 に な ります。

もしワイヤ ー が 固着 した ら、ワイヤ ー を取 り外 し

て垂直 に 吊 る します。

柔らかめ のエ ンジ ンオイ ル を下 か ら出 て く るま

で注入 します。

情報 ：小 さい ビニール袋 にオイルを入れ、ワイヤ

ーの上端にテープで固定 して一晩垂直に吊るし

てお きます 。それ で も ワイ ヤー へ の給 油 が うま く

出来なければ交換 して下さい。

アクセ サ リー

潤滑等オプション装置または付属品な どの他 の

メンテ ナ ンス につ い て は、 1 6 ペー ジ “ア クセサ

リー”部 を参 照 下 さい。本 書 に は記述 され てい ま

せん。

アクセ サ リー も当然 、メ ンテナ ンス を必要 としま

す。それぞれの説明書を参照 して下さい。

この説明書の整備記録 と同様の管理が必要です。

6 1
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給油スケジュール に従った給油法

プロフ レックス 1 8 は 5 9 ペ ー ジ、プ ロフ レ ック

ス2 1 は 6 0 ペ ージに記載 され ています。

1 ． フレーム内部のペ ダル機構

フレーム内部のペ ダル機構に給油 します。

2 つ のス ク リュー を緩 め て、フ レー ム か らカバ ー

を取 り外 します。

ペダル を動 か して、可動部分をオイルによって潤

滑して下 さい。

ブレー キケーブル及び ドライブケーブルを潤滑

して 下 さい。

フレー ム内部 の カバ ー を取 り付 け る前 に 、6 3 ペ

ージの “フ レー ム 内部 のチ ェー ン”を参 照 して 給

油します。

馴プロ フ レ ッ ク ス 2 1

掛噂
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2 ． フ レーム内部 のチェー ン

6 2 ペー ジの “フレーム内部のペダル機構”を参

照して 、 フ レー ム内部 の カバ ー を取 り外 します。

潤滑油又は、オー トバイ用のチ ェー ンの潤滑性の

スプ レー で ステ ア リン グチ ェー ン を潤 滑 して下

さい。

ステ ア リングケ ー ブル ワイヤ ー及 び 滑車 部 は グ

リス を使 用 し潤 滑 して下 さい。

整備 後 フ レー ム内 部 のカ バー を取 り付 けて 下 さ

い。

3 ． デ ィフ ァ レンシ ャル ロ ック・ ワイ ヤ

ー（プ ロフ レックス 2 1 ）

ワイヤ ー の ゴム被 覆 を取 り、オイ ラーで 給油 しま

す。ペダルを数回押 し下げて再び給油 し、ゴム被

覆を取 り付 けます 。

6 3
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給油

4 ．エ ンジンオイル

エン ジ ンスイ ッチ を切 り機 械 を水 平 に して 、エ ン

ジンの オイ ル レベ ル を点検 して 下 さい。

エン ジ ンフー ドカ バ ー を取 り外 します。

ディ ップ ステ ィ ック を抜 き、 オイ ル を拭 き取 り、

ねじ込まず に再び差 し込みます。

ディ ップ ステ ィ ックを再 び抜 き取 り、オイ ル レベ

ルを点検 します。

オイル レベ ル は、デ ィ ップ ステ ィ ックのマ ー ク の

間にあ るこ とを確認 しま す。 “A D D ”マ ー ク に

達した場合は、 “F U L L ”マ ークまでオイル を

補給 して下さい。

オイル は “F U L L ”マ ー ク を超 え ない よ うにす

る こ と。

掛！郷

腿†儲
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オイル はデ ィ ップ ス テ ィ ックが入 ってい る穴 か

ら補給 します。

オイル は ゆっ く りと補 給 す る こ と。エ ンジ ン始動

前に、デ ィ ップ ステ ィ ックを しっか りとね じ込む

こと。エ ンジ ンを始 動 して 3 0 秒程 度 アイ ドリン

グで運転 させ ます。エンジンを停止 します。

3 0 秒待ち、オイル レベルを点検 します。必要で

あれ ば、オイ ル をデ ィ ップ ステ ィ ックの “F U L

L ”マ ー クまで補給 します。

エンジ ンオイル は S A E 3 0 ま た は S A E l O

W ／3 0 または 1 0 W ／4 0 の S C － S H 規格

（0 ℃ 以上時） を使用 して下さい。

2 0 ℃ 以上 で あれ ば、S A E 4 0 を使 用す る こと

も出来 ます 。

0 ℃以下の場合、 S A E 5 W ／2 0 の S C － S H

規格のエンジンオイルを使用 します。

エンジ ンオイ ル の容 量 は フ ィル ター を含 ま ず 1 ．

5 L （フィル ター 含 み 1 ． 7 L ） です。

‡増野
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エンジンオイル の交換

エンジンオイル は初回 8 時間運転後に交換 して

下さい。その後、1 0 0 時 間の 運転 ごとに交換 し

て下 さい。

血 管告！

エンジン停止直後 はエ ンジンオイル が非

常に高温になるため、若干エ ンジンを冷却

して か らオ イル を抜 くこ と。

重要情報
肌への接触を避 けること ：こぼれた場合は

石鹸 をつ けて水 洗 いす る こ と。

1 ． エ ン ジン フー ドカバ ー を 開 きます。

2 ．エ ン ジ ン左側 のオ イル ドレンプ ラ グ下に 、容

器 を置 きます。

3 ．デ ィ ップ ステ ィ ックを取 り外 します。エ ン ジ

ン左 側 か ら ドレンプ ラ グを外 します。

4 ． オイルを容器 に排出 します。

重要情報
使用済 みエ ンジンオイル は人体 に有害 で

すの で地面や 自然界 に決 して廃棄 しない

こと ：ワー ク シ ョ ップや 廃 棄処 分業 者 に依

頼す る こ と。

6 5

5 ．そ の後 、オイ ル ドレンプ ラグ を取 り付 け、締

め付 けます。

6 ．必要 であれ ば 、オイル フ ィル ター も交換 して

下 さい。

7 ．デ ィ ップス テ ィ ックの “F U L L ” マー クま

でオイルを注入 します。既述のエンジンオイ

ル を使 用 して 下 さい。

8 ．暖機運転を行 い、ドレンプラグか らオイル漏

れ が ない こ とを確認 します。

葦㌔



給油

5 ．油圧駆動 ロック解除 レバー
トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン カ バ ー 、2 本 の ス ク リュ ー を

取り外 します。

オイ ラー に て左 側 の ジ ョイ ン トとベ ア リング を

潤滑 します。

ゴム ケ ー ス を 取 り外 し、ハ イ ドロス タテ ィ ッ ク ト

ランス ミッシ ョン ワイ ヤー をオイ ラー で潤 滑 し

ます。

ペダル を数回踏 み込み、再び潤滑 します。

ラバー カバ ー を取 り付 け ます。

トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン カ バ ー を取 り付 け ま す 。

6 ． トラ ン ス ミ ッ シ ョン

オイル とフ ィル ター は 、サ ー ビスマ ニ ュアル に記

載されている通 りに、正規販売代理店にて交換 し

て下 さい。

7 ． カ ッテ ィ ングユ ニ ッ ト

フロ ン トカ バ ー を 取 り外 しま す 。

オイ ラー に て潤 滑 ：

A 安全キャッチ

ジ ョイ ン トとベ ア リン グ

グリス にて潤 滑 ：

B イ ンナー プ ラ グ

C ア タ ッチ メ ン トフ レー ム の溝

8 ． シ ー ト

シー トを前 に傾 け ます。

オイラーでシー ト位置調整機構 を潤滑 します。

グリスで シー ト位 置 調整 レール を潤 滑 します。シ

ートを前後 に動 か して 両側 を潤 滑 します。

6 6

虎瓢 戯狼

鰯掛 老親

耶



給油

9 ．ス ロ ッ トル ／チ ョー ク ワ イ ヤ ー 、 レバ

ーベ ア リング

プロフ レックス 1 8

レバー ハ ウジ ングの 右側 カ バー を取 り外 し（ 3 本

のス ク リュー ）、エ ン ジンカ バ ー を開 きます 。オ

イラー で ワイ ヤー 両端 を潤 滑 します 。コ ン トロー

ルを端まで動か して再び潤滑 します。

オイ ラ ー で カ ッテ ィ ン グ ユ ニ ッ トコ ン トロー ル

レバー の ジ ョイ ン ト、キ ャ ッチ 、ベ ア リング を潤

滑します。

間違った組み立てがないか気 をつけます ：サイ ド

カバー の ス ク リュー は外 側 か ら取 り付 け ます。

レバー ハ ウジ ングの サイ ドカバ ー を取 り付 けま

す。

プロフ レックス 2 1

レバー ハ ウジ ングの 右側 カバ ー を取 り外 し（ 2 本

のス ク リュー）、エ ン ジンカバ ー を開 きます 。オ

イラー で ワイ ヤー 両端 を潤 滑 します 。コ ン トロー

ルを端まで動か して再び潤滑 します。

オイ ラ ー で カ ッテ ィ ン グ ユ ニ ッ トコ ン ト ロー ル

レバ ー の ジ ョイ ン ト、キ ャ ッチ 、ベ ア リング を潤

滑しま す。

間違 った組み立てがないか気 をつけます ：サイ ド

カバ ー の ス ク リュー は外 側 か ら取 り付 けま す。

レバ ー ハ ウジン グの サイ ドカバ ー を取 り付 けま

す

6 7

愚配 意野
プロ フ レ ッ ク ス 1 8

私蔓濫欝
プロ フ レ ッ ク ス 1 8

捌プロ フ レ ッ ク ス 2 1

轍重罰岳
プロ フ レ ッ ク ス 2 1



給油

1 0 ．油圧オイル フィル ター交換、プ ロ

フレ ッ ク ス 2 1

重要情報
使用 したエ ン ジ ンオイ ルや トラ ンス ミッシ ョン

オイルは人体に有害ですので、決 して地面や 自

然界 に廃 棄 しない こ と。

使用 済み フィル ター は ワー ク シ ョ ップ や 専用 の

廃棄場所で処分すること。

肌への接触は避 けること ：こぼれた場合 は石鹸

を付 け て水 洗 いす る こ と。

1 ． オイ ル フ ィル ター を取 り外 しま す。 必要 で あれ ば

フ ィル ター レンチ を使 用 します。

2 ．新 しい フ ィル ター のパ ッキ ン部 に新 しい きれ いな

エ ンジンオイル を塗布 します。

3 ．手 で フ ィル ター を 3 ／4 回 転 時計 回 りに締 めま す。

4 ． トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン カ バ ー を 取 り外 し、 トラ ン ス

ミッシ ョンオイ ル を約 0 ． 3 L 注 入 します。

6 9 ペ ー ジ の “1 3 ． トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン オ イ

ル レベル”を参照 して下 さい。エ ンジンを始動す

る際 には 、 下記 注 意事 項 と トラン ス ミ ッシ ョンオ

イ ル タ ンク が空 にな って い ない こ とを守 って 下 さ

い。

5 ．エ ンジ ン を暖 機 運転 し、 リフ ト装置 とパ ワー ステ

ア リン グ を動 か し、そ して オイ ル フ ィル ター シ ー

ル周辺にオイル漏れ がないことを確認 します。

6 ． トラ ンス ミッシ ョンオイ ル レベ ル を確認 し、 必要

であれば補給 します。オイルフィル ター容量は 0

3 L です。

7 ． トラ ン ス ミッシ ョンカバ ー を取 り付 けます 。

1 1 ．オイル フィル ターの交換

重要情報
使用 したエ ンジ ン オイ ルや トラ ンス ミ ッシ ョ ン

オイル は人体に有害ですので、決 して地面や 自

然界 に廃 棄 しな い こ と。

使用 済 み フ ィル ター は ワー ク シ ョ ップや 専 用 の

廃棄場所 で処分す ること。

肌へ の接触は避 けること ：こぼれた場合 は石鹸

を付 けて水 洗 いす る こ と。

1 ． エ ン ジン フー ドを開 き ます。

2 ． 6 4 ペ ージ “4 ．エ ンジンオイル”に記載 されて

い る よ うに、エ ン ジン オイル を抜 き ます。

3 ． オイ ル フ ィル ター を 取 り外 します。 必 要 で あれ ば

フ ィル ター レンチ を使 用 します 。

4 ．新 しい フ ィル ター の パ ッキ ン部 に新 しい

きれいなエ ンジンオイルを塗布 します。

5 ．フ ィル ター を手 で 3 ／4 回転 時計 回 りに締 め付 けま

す。
6 ． エ ン ジン を暖機 運 転 し、 オイル フ ィル ター シー ル

部周辺にオイル漏れがないか確認 します。

7 ． エンジンのオイル レベル を点検 し、必要であれば

補給 します。オイルフィルター容量は 0 ．2 L で

す。

6 8

聯



給油

1 2 ．駐車ブ レーキワイヤー

6 6 ペ ー ジ “5 ．油圧駆動 ロック解除 レバー”を

参照 して 、トラ ンス ミ ッ シ ョ ン カ バ ー を取 り外 し

ます。

必要 であれ ばス ク リュー （ B ） か らス プ リング

（A ） を外 して下 さい。

潤滑 時は ワイ ヤー の ゴム被覆 を外 して 下 さい。

オイ ラー で ワイヤ ー を潤 滑 し、ブ レー キペ ダル を

数回踏み込み、再び潤滑 します。

スプ リ ン グ （A ） と トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン カ バ ー を

取り付 けます。

1 3 ． トランス ミ ッシ ョンオイル レベ ル

1 ． トラ ンス ミッシ ョンの オイ ル レベ ル をエ アー

イ ンテー クのメ ッシ ュを通 して 目視 します 。

2 0 ℃時に、オイル レベルはオイル容器 のM

I N とM A X マ ー ク の 間 に な りま す 。

オイ ル補 給 時 は、 まず は トラ ンス ミ ッシ ョン

カバ ー を外 す必 要 が あ ります

2 ．オ イル容器のカバーを回 して外 し、 S A E l

O W ／3 0 エ ン ジ ンオ イル をM A X マー ク ま

で注入 します。そ して容器キャ ップをね じ込

み 取 り付 け て 、 トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン カ バ ー を

取 り付 けます 。

椰敢欄

脚鯵

6 9



トラブル シ ュー テ ィン グ

トラブ ル シ ュー テ ィ ン グガ イ ド

7 1

問題点 原因

エンジンが始動 しない ・ 燃料 タンクが空

・ 燃料種類の間違い

・ スパークプラグの不良

・ スパークプラグの配線、接続不良

・ キャブ レターまたは燃料系統の汚れ
セルモー ターが始動 しない ・ カ ッティングユニッ ト位置 の間違い

・ ブ レーキを作動 していない

・ 走行ペ ダルが 中立位置ではない

・ バ ッテ リーの低電圧

・ バ ッテ リーター ミナル ケーブル 、イグニ ッ
シ ョンロック、スター ターの接続不良

・ メイ ンヒューズ断線 （ヒューズはバ ッテ リ

ーの前、バ ッテ リーカバーの下）

・ イ グニ ッシ ョンの固定不良

・ スターターの不良
エンジン回転が不安定である ・ スパークプラグの不良

・ キャブ レターの調整不良

・ エアーフィル ターの詰ま り

・ 燃料 タンク通気バルブの詰 ま り

・ イ グニ ッシ ョンの取 り付け不良

・ キャブ レターまたは燃料系統の汚れ

・ チ ョークレバーを引いている、あるいはチ

ヨー クケーブル の調整不良

・ 燃料種類の間違い
排気ガスの異常 ・ 黒煙 ：

・ チ ョークレバーを引いている、あるいはチ

ヨー クケーブル の調整不良

・ キャブ レターの調整不良

・ エアーフィル ターの詰ま り

・ 青い煙 ：

・ 燃料 タンク内にオイル混入

・ エ ンジンの損傷

・ 白い煙 ：

・ 燃料 タンク内に軽油混入
エ ンジンの出力不足 ・ エアー フィル ターの詰ま り

・ スパー クプラグの不良

・ キャブ レターまたは燃料系統の汚れ

・ キャブ レターの調整不良

・ チ ョー クレバーを引いている、あるいはチ

ヨークケーブル の調整不良

・ 燃料種類の間違い



トラブル シ ュー テ ィ ング

7 2

問題点 原 因

エンジンが過熱す る ・ エ ンジンの過負荷

・ エアーインテー グあるいは冷却 フィンの
詰ま り

・ フアンの損傷

・ エ ンジンオイル不足

・ イ グニ ッシ ョンの不良

・ スパー クプラグの不良
バ ッテ リーが充電 されない ・ バ ッテ リー内部のセル不良

・ バ ッテ リー ター ミナル とケーブルの接続
不良

・ ジェネ レー ターあるいは レギュ レーター
の不良

・ バ ッテ リーメンテナ ンス不足
機械が振動す る ・ ブ レー ド取 り付けの緩 み

・ エンジン取 り付け部の緩み

・ プー リーの緩み、あるいはベ ア リングの磨
耗

・ ブ レー ド研磨後のバ ランス不良、あるいは
損傷

芝刈面が不均一である ・ ブ レー ドの刃先不良

・ カ ッテ ィングユニ ッ トの調整不 良

・ 長 い、又 は濡れた芝草

・ カ ッテ ィングデ ッキ内側 に草や ゴミの堆
積

・ 左右 タイヤ空気圧 の不一致

・ 速す ぎる走行

・ エンジン回転 の低過 ぎ

・ 駆動ベル トのス リップ



′ 保管方法
保管

冬季の保管
芝刈作業のシーズ ン終了後または 3 0 日間以上

機械を使用 しない場合は、ライダーを格納 して下

さい。燃 料 を長期 （3 0 日以上 ）そ の まま タ ンク

に入れ っ放 しに してお く と、キ ャブ レター が詰 ま

るな どのエンジン機能に悪影響 を与えます。

燃料スタビライザー （スタビル）は、保管時の燃

料が粘 り気 を帯 び て しま うた めの対 策 と して使

用で きま す。アル キ レー ト燃 料 が使用 され てい る

場合、この燃料は安定性 があ るためスタビライザ

ーは必 要 あ りませ ん。しか しなが ら、繊細 な ゴム

部品 が硬化 す るた め、通常 の燃 料 とアル キ レー ト

燃料 を切 り換 え るの は避 け るべ きです。タ ン クの

燃料あるいは保管容器にス タビライザーを入れ

ます。常にスタビライザーの製造社が指示 してい

る混合 比 を使 用す る こ と。ス タ ビライザ ー を入れ

た後、最低でもエンジンを 1 0 分 間運 転 し、スタ

ビライ ザ ー がキ ャ ブ レター に到 達す る よ うに し

ます。

スタ ビライザ ー使 用 時 は、絶対 に燃 料 タ ンク とキ

ャブ レター を空 に しな い こ と。

血 管告！

タンクに燃料 が入 った状態 でエ ンジンを

屋内に保管 した り、燃料の蒸気が裸火、火

花、あ るい はボ イ ラー 、給湯 タ ンク、 ドラ

イヤ ー な どのパ イ ロ ッ ト灯 に触 れ る恐 れ

があ る換 気 の悪 い 場 所 で 保 管 した りしな

いこ と。十 分 に注 意 を して燃 料 を取 り扱 う

こ と。 非 常 に可燃 性 が 高 く、不注 意 に よ り

重大 なケ ガや資 産損失 につ なが る恐 れが

ありま す 。

燃料は屋外で専用の容器に排出 し、炎か ら

遠ざ ける こ と。清掃 目的 で燃 料 を使用 しな

いこと。脱脂材や温水 を代わ りに使用す る

こ と。

ライダーの保管手順は次の通 りです ：

1 ．ライ ダー を十 分 に清掃 します 。特 に、カ ッテ

ィ ングユ ニ ッ トの 下 を清 掃 します。サ ビを防

ぐため、剥がれた塗装面をタッチア ップ しま

す。

2 ．磨耗、損傷部品がないかライダーを点検 し、

す べ ての ナ ッ トや ス ク リュー が緩 ん でい る

か も しれ ない の で増 し締 め します。

3 ．エ ンジ ンオ イル を交 換 します。正 しく廃 油処

理 す る こ と。

4 ．燃 料 タ ンク を空 に します。エ ンジ ンを始 動 し、

キ ャブ レター 内 の燃 料 まで もが 完全 に な くな

るまで エ ン ジ ンを運 転 させ ます。

7 3



保管

5 ．スパ ー クプ ラグ を外 し、各 シ リンダー にス プ

ーンー杯のエンジンオイル を入れます。エ ン

ジ ン を回 して オイ ル が均一 に行 き渡 るよ う

に し、それ か らスパ ー クプ ラ グ を取 り付 けま

す。

6 ．す べ て の グ リスニ ップル 、ジ ョイ ン ト、シ ャ

フ ト部 に グ リス を給 油 します 。

7 ．バ ッテ リー を 取 り外 しま す。清 掃 、充 電 して

涼 しい場所 に保管 します。

8 ．ライダーをきれいで、乾燥 した場所 に保管 し、

保 護 の た めカバ ー を して下 さい。

サー ビス
芝刈 シー ズ ンに機 械 を安 全 に使 え る よ うに 、シー

ズンオフは機械のサー ビスあるいはオーバーホ

ール を行 うのに最適な時期です。

部品注文の際には、購入年月 日、モデル、タイプ、

製造番号を提示 して下 さい。

常にハスクバーナ純正部品を使用 して下さい。

定期点検や調整 を正規販売代理店で行 うと、来シ

ーズ ン最 良の 状態 でス ター トで きます。

脚預プロ フ レ ック ス 1 8

顛賂轟態

7 4

プロ フ レ ッ ク ス 2 1



電気・油圧システム

電気システム

酬電気システム

O
1
2
3

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1

マイ ク ロ ス イ ッ チ （油 圧 トラ ン ス ミ ッ シ ョン ）

マイ ク ロ ス イ ッ チ （カ ッテ ィ ン グ ユ ニ ッ ト）

マイ ク ロ ス イ ッ チ （シー ト）

イグニ ッシ ョンキー （ス ター ター スイ ッチ）

カウ ン タ ー （ア ワー メ ー タ ー ）

スタ ー タ ー リ レ ー

エンジ ン コネ クター

メ イ ン ヒ ュー ズ 1 5 A

ヒ ュ ー ズ 7 ． 5 A

スイ ッチ

電源 コ ンセ ン ト

ライ トス イ ッ チ

ライ ト
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電気・油圧 システム

蜘電気システム

7 6

該 当番号 配線色 区分

1 ．マイ クロスイ ッチ （油圧 トランス ミッシ ョン）

2 ．マイ クロスイ ッチ （カ ッティングユニ ッ ト）

3 ．マイ クロスイ ッチ （シー ト）

4 ．イグニ ッシ ョンキー （えター タースイ ッチ）

5 ．カ ウンター （アワーメーター）

6 ．スターター リレー

7 ．エンジンコネ クター

8 ．メイ ンヒューズ 1 5 A

9 ． ヒューズ 7 ． 5 A

10 ．電源 出力スイ ッチ

11． ライ トスイ ッチ

12． ライ ト

R D ＝赤色

B L ＝青色

V T ＝白色

S V ＝黒色

G L ＝黄色

G R ＝緑色

B R ＝茶色



′電気・油圧 システム
油圧 システ ム （プ ロフ レックス 2 1 ）

鰍筋
油圧 システム：構成 品配置

1 ． パ ワー ステ ア リング

2 ． 油 圧 トラ ン ス ミ ッシ ョ ン ポ ン プ

3 ． 油圧 オ イル フ ィル ター

油圧 シス テ ム をきれ い に してお く こ と。以 下の 点

に気 を 使 うこ と ：

・ キ ャ ップ を開 け る前 や コネ クター を外 す前

に、 十分 に 清掃 す るこ と。

・ オイルを注入す る際には、きれ いな容器 を使

用 す る こ と。

・ 密 閉された容器内で保管 されていた、きれい

なオ イル の み を使用 す るこ と。

・ 廃 油 を再利 用 しな い こ と。

・ 2 9 ペ ー ジ “メ ンテナ ンス・ス ケ ジュー ル”

に記載 され てい る期 間 に従 い 、オイ ル とフィ

ル ター を交 換す る こ と。

問題 な く油圧 シ ステ ム を使用 す るに は、異 物 な ど

の混入がない ことが大切です。使用 され ると粒子

が発生 し、それ らが磨耗 と機能 の異常の両方 を引

き起 こ します。それ らの粒 子 を取 り除 くこ とた め

にフ ィル ター が装 着 され て い ます。フ ィル ター は

生成 され た粒子 を捕 らえ る よ うに 大 き さが決 め

られていますが、システムの外部か ら要因物が入

つて くる と、フ ィル ター はす ぐに詰 ま り意 図す る

役割 を失います。システ ムに要因物があると、悪

循環 で よ り多 くの 要 因物 が 生成 され ま す。機 能 の

破壊 とよりシステ ムの清掃す る作業が必要な結

果とな りま す 。
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空圧 シ リンダー

圧力制限バルブ

空圧 シリンダー制御バルブ



テクニカルデー タ
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デー タ ライダープ ロフ レックス 1 8 ライダープ ロフ レックス 2 1

寸法

長 さ 20 80 m m ／6．82 ft 20 80 m m ／6．82 托

幅 90 0 m m ／2．9 5 ft 9 00 m m ／2．9 5 托

高 さ 1160 m m ／3．80 ft 1160 m m ／3．80 托

質量 30 9 k弓／682 1b 309 k宅／6紀 Ib

ホイールベ ース 10 00 m m ／3．2 8 ft 10 00 m m ／3．2 8 托

トラ ック幅 7 10 m m ／2．3 8 ft 7 10 m m ／2．38 托

タイヤサイズ 195 ／65 x 8 19 5／65 x 8

エ ンジ ン

メーカー カ ワサ キ （K aw asakj） カ ワサ キ （K aw a saki）

モデル FH 531V ・B S50 FH 6 41V ・B S50

出力 13 ．2 ／18 kW ／h k 15 ．5 ／2 1 kW ／h k

排気 量 4 94 c m 3 6 75 c m 3

燃料
無鉛ガ ソリン

（オ クタン価 87以上）

無鉛ガ ソリン

（オ クタン価 87以上）

燃料 タ ンク容 量 10 L 17 L

エ ンジンオイル
SA E 30 又 は SA E lOW ／30

SA E lOW ／40 SC ・SH クラス

SA E 30 又は SA E lOW ／30

SA E lOW ／40 SC ・SH クラス

エ ンジンオイル容量 1．5 L ／1．6 U S qt 1 ．5 L ／1．6 U S q t

エ ンジンオイル容量 （オイル フ

イル ター含む）
1．7 L ／1．8 U S qt 1 ．7 L ／1．8 U S q t

始動法 セルモー ター セルモ ーター

騒 音

測定値 10 1 d B （A） 10 1 d B （A）

保 証値 102 d B （A） 10 2 d B （A）

電気 シ ステ ム

タイプ 12 V 、アース接地 12 V 、アース接地

バ ッテ リー 12 V 、 24 A h 12 V 、 24 A h

メイ ンヒュー ズ フラ ッ トピン、 15 A フラ ッ トピン、 15 A

ヒューズ フラ ッ トピン、 7．5 A フ ラッ トピン、 7．5 A

スパー クプ ラグ チャン ピオ ン製 R C J8Y N G K BP R4 ES

プ ラグギャ ップ 0．7 5 m m ／0．030 〃 0．75 m m ／0．0 30 〃

バルブ （ヘ ッ ドライ ト） 2x 12 V 20W 2x 12 V 20 W



テクニカルデー タ

重要情報
本機を使い切 り廃棄す る際には、販売店あ

るい は リサ イ クル 業者 にお渡 し下 さい。

重要情報
予告 な く機 械の改良や仕様・設 計変 更を行

うこ と が あ りま す 。

本取扱説 明書 に記載 され てい る情報 に基

づき、いか なる場合 も法律や地域 の条令 に

従う こ と 。

修理の際は純正部品のみ使用す るこ と。純

正部 品以外 の使 用 は保証対 象外 とな りま

す。

8 0

デ ー タ ライダープ ロフ レックス 1 8 ライ ダープ ロフ レックス 2 1

油圧 系統

最大作動圧力 4 5 k宅／c m Z 川 30 P 引

トランス ミッシ ョン

メーカー T u ff T o rq K 66 T u ff T o rq K 66

オイル SA E lOW ／30 S F－C C クラス SA E lO W ／30 SF－C C クラス

オイル容量 3．2 L 3 ．2 L

カ ッテ ィングユニ ッ ト コンビ 1 1 2 コン ビ 1 1 2

刈幅 1120 m m ／44 〃 1120 m m ／44 〃

刈高 40 －100 m m ／1．57 〃－3．93 〃 40 －10 0 m m ／1．57 〃－3．93 〃

ブ レー ド長 さ 4 20 m m ／16 ．5〃 420 m m ／16 ．5，，

幅 1230 m m ／48 ．4〃 12 30 m m ／4 8 ．4〃

質量 50 k宅／110 1b 50 kg ／1 10 1b

追加 質量 （プ ロフ レックス） 8 k宅／17 ．6 1b 8 k雪／17．6 Lb

長 さ （カ ッテ ィングユニ ッ ト含

む）
24 50 m m ／臥04 ft 2 450 m m ／臥04 ft

カ ッテ ィングユニ ッ ト コン ビ 1 2 2 コンビ 1 2 2

刈幅 1220 m m ／4 8 〃 122 0 m m ／4 8 〃

刈高 40 －100 m m ／1．5 7 〃－3．93 〃 40 －100 m m ／1．57 〃－3．93 〃

ブ レー ド長 さ 4 50 m m ／17 ．7〃 450 m m ／17．7〃

幅 13 30 m m ／52 ．4〃 1330 m m ／52 ．4〃

質量 60 kg ／17 ．6 Lb 60 kg ／17 ．6 しb

追加質 量 （P ro Flex ） 8 k弓／17 ．6 Lb 8 k宅／17 ．6 1b

長 さ （カ ッテ ィングユ ニ ッ ト含

む）
2 550 m m ／8．37 ft 2550 山m ／8．3 7 ft



E ′u （欧州連合）適合宣言

E U （欧州連合）適合主音
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